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【議決結果賛否一覧】各議員の意思をチェック！
174億円のまちづくり／主な質疑・付帯意見
PICK UP! 【町政初！新年度予算を修正可決】
「新生児の定額給付金」の追加、「博物館外溝工事」の減額の内容は？
【一般質問】12人が登壇！町政を問う！
 【読者からの声】観光を活性化し福祉の充実を
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　　　　　第５０９回　北谷町議会臨時会 (令和３年１月１５日 ｢金｣ )
令和２年度庁舎周辺整備工事請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

　　　　　第５１０回　北谷町議会臨時会 (令和３年２月３日 ｢水｣ )
令和２年度北谷町一般会計補正予算（第８号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

　　　　　第５１１回　北谷町議会定例会 (令和３年３月２日 ｢火｣ ～３月２２日 ｢月｣ )
北谷町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例
について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

北谷町手数料条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

北谷町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

北谷町都市公園条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

北谷町桑江伊平土地区画整理事業に伴う字の区域の変更及
び町の設定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

北谷町道路線の変更について（伊平３６号線） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

中部広域市町村圏事務組合の規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

奈留川西公園の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

上勢地区学習等供用施設の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 仮 除 病

桃原地区学習等供用施設の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

栄口地区学習等供用施設の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

謝苅地区学習等供用施設の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

北玉地区学習等供用施設の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

宇地原地区学習等供用施設の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

北前地区学習等供用施設の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

宮城地区学習等供用施設の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ 副 病

砂辺地区学習等供用施設の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

美浜地区学習等供用施設の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

桑江地区学習等供用施設の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

上勢屋外運動場の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 仮 除 病

栄口運動場の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

北前運動場の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和２年度北谷町一般会計補正予算（第９号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

令和２年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

令和２年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３
号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

令和２年度北谷町水道事業会計補正予算（第２号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

令和２年度北谷町下水道事業会計補正予算（第２号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

令和３年度北谷町一般会計予算について（修正案） 可決 × × ○ ○ × ○ × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × 副 病

令和３年度北谷町一般会計予算について（修正部分
を除く原案） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和３年度北谷町国民健康保険特別会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和３年度北谷町後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病
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令和３年度北谷町水道事業会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和３年度北谷町下水道事業会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和２年度北谷町一般会計補正予算（第１０号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和元年度奈留川排水路POL部分改修工事請負契約の変更
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

令和２年度美浜地区電線共同溝整備工事請負契約の変更に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

美浜２号線電線共同溝整備工事請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

宮城１号線１号BOX改修工事請負契約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

財産の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

北谷町職員定数条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

北谷町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

北谷町教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

繰り返される米軍人による道路交通法違反事件に対する抗議
決議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

繰り返される米軍人による道路交通法違反事件に対する意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

航空自衛隊による嘉手納飛行場の共同使用に対する意見書 原案可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 副 病

騒音規制措置（騒音防止協定）の遵守及び相次ぐ米軍機によ
る低空飛行に対する抗議決議 原案可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

騒音規制措置（騒音防止協定）の遵守及び相次ぐ米軍機によ
る低空飛行に対する意見書 原案可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

北谷町議会会議規則の一部を改正する規則について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

後期高齢者医療制度窓口負担２割化の中止を求める意見書
提出に関する陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るた
めの陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

国の責任による「２０人学級」を展望した少人数学級の前進を
求める陳情 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

　　　　　第５１２回　北谷町議会臨時会 (令和３年３月２６日 ｢金｣ )
令和３年度北谷町一般会計予算について再議の件
（修正案）　　※再議は特別多数議決 否決 × × ○ ○ × ○ × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × 病

令和３年度北谷町一般会計予算について（原案） 否決 ○ ○ × × ○ × ○ ○ × × ○ ○ × × × × ○ 副 病

　　　　　第５１３回　北谷町議会臨時会 (令和３年３月３０日 ｢火｣ )
令和３年度北谷町一般会計予算について（修正案） 可決 × × ○ ○ × ○ × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × 副 病
令和３年度北谷町一般会計予算について（修正部分
を除く原案） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 副 病

継続審査 キッズゾーンの設定と具体的な安全対策を求める請願書【経済工務常任委員会】

継続審査 陳情書　公営競技サテライト誘致申請について(お願い)【経済工務常任委員会】

継続審査 北谷町に気候非常事態宣言を求める陳情書【文教厚生常任委員会】

議員派遣の件 令和２年度事業及び令和３年度事業説明会　　令和３年３月４日（木） 
沖縄県町村議会議長会主催「町村議会常任委員長・副委員長実務研修会」　令和３年５月１２日（水）

　議案賛成者は（○）とし、反対者は（×）とします。退席の意思を表明した退席者は（退）、公務の欠席者は（公）、議場に不在
は（－）、疾病の欠席者は（病）、配偶者の出産補助の欠席者は（配）、出産のための欠席者は（産）、所用の欠席者は (欠）として
います。法律により、採決に加わらない議案については（除）としています。議長は（議) としています。 議長に事故等がある
場合は、副議長が議長の職務を行う。副議長は（副）としています。仮議長は（仮）としています。
　議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利 (表決権) はなく、可否同数の場合に決定する権利 (裁決権) があ
ります。特別多数議決で法定されたものは議長にも表決権があります。

※特別多数議決：出席議員の３分の２以上の賛成で可決する。（この場合、副議長は出席議員に含まれるため、表決権があります。）

閉会中の継続審査・議員派遣の件
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縄文の森地区

縄文の海地区

低湿地区
の一部

砂丘区

北谷中学校

校舎棟

プール

体育館

柔剣道場
部室

凡 例 敷地範囲
建物範囲
車両出入口

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

歳入歳出総額

歳入歳出総額

収益的及び
資本的収入合計

収益的及び
資本的収入合計

収益的及び
資本的支出合計

収益的及び
資本的支出合計

特別会計・公営企業会計予算

下水道事業会計

水道事業会計

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計

３常任委員会 当初予算に対する
主な質疑・付帯意見

4億413万9千円
39億6,692万1千円

8億8,548万円

7億6,211万8千円

8億7,660万円

7億4,933万8千円

総
務
財
政

経
済
工
務

文
教
厚
生

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

令和３年度
一般会計予算
～委員長報告～

パークゴルフ場整備事業

（コース面積：7,440㎡・9ホール）

学校給食センター建設事業（建設）

（本体工事（外構含）・厨房機器設置工事・工事監理）

浜川小学校放課後児童クラブ公的施設整備事業 北谷中学校改築事業・北谷中学校併行防音事業

伊礼原遺跡整備事業コミュニティバス導入検討事業

（実施設計業務委託・施工監理業務委託・園路広場整備工
・管理施設整備工・サービス施設整備工・電気工 等）

（運行業務委託・検討調査業務委託・予約受付業務委託 等）
☆令和３年７月１日より、事前予約制の区域運行（デマンド交通）へ運行形態を変更!!☆令和３年７月１日より、事前予約制の区域運行（デマンド交通）へ運行形態を変更!!

（実施設計・仮設校舎実施設計・土質調査・解体設計・
併行防音実施設計）

（施設内容：専用区画2区画・事務スペース・収納庫・トイレ・
シャワー室　等）

事業費 21億6,178万8千円 工事費 2億2,000万円2億2,000万円 備品購入 500万円500万円

事業費 8,999万1千円 事業費 1億7,111万3千円

事業費 6,177万4千円 事業費 3,682万円（縄文の海地域）

令和３年度

主 な 事 業

修
正

可
決
修
正

可
決

令和３年度 一般会計予算

174億2,690万9千円のまちづくり174億2,690万9千円のまちづくり174億2,690万9千円のまちづくり174億2,690万9千円のまちづくり
質
疑

主
な

質
疑

主
な

質
疑

主
な

付
帯
意
見

町
民
税
、法
人
の
滞
納
繰
越
分

４
２
４
万
１
千
円
の
件
数
は
増
加
傾

向
か

令
和
２
年
度
の
徴
収
猶
予
の
申

請
を
し
て
い
る
法
人
数
は
２４
件
、金

額
は
約
１
千
２
０
０
万
円
、滞
納
繰

越
分
に
つ
い
て
例
年
、徴
収
強
化
の

努
力
を
し
て
き
た
の
で
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
が
、令
和
２
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
関
係
で
資
金
繰
り
が
厳
し
い

法
人
は
猶
予
制
度
が
設
け
ら
れ
た

為
、令
和
３
年
度
は
増
加
傾
向
。

災
害
対
策
費
、北
谷
町
地
域
防

災
計
画
改
定
業
務
委
託
料
８
２
１
万

２
千
円
の
内
容
は

現
在
の
計
画
は
、平
成
２７
年
に

改
正
。そ
の
後
の
法
令
改
正
、国
や
県

の
計
画
の
改
定
、町
の
機
構
改
革
や

防
災
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
て
令
和
３
年
度
に
改
正
予
定
。コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
て
現
計
画

の
修
正
箇
所
を
洗
い
出
し
、関
係
部

署
等
と
の
協
議

を
経
て
改
正
し

て
い
く
。

産
後
ケ
ア
事
業
６
３
１
万
４
千

円
の
委
託
業
務
の
契
約
病
院
数
は

病
院
と
は
４
月
１
日
契
約
と
な
っ

て
い
る
。令
和
元
年
、県
で
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
産
婦
人
科
医
療
機
関
の
37

機
関
中
、１４
機
関
が
産
後
ケ
ア
を
実

施
し
て
い
る
。助
産
院
は
５
か
所
受
託

し
て
い
る
。県
と
調
整
を
し
て
行
く
。

美
浜
メ
デ
ィ
ア・ス
テ
ー
シ
ョ
ン

維
持
補
修
費
３
千
６
７
８
万
７
千
円

の
事
業
内
容
は

美
浜
メ
デ
ィ
ア・ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
建
設
か
ら
２０
年
が
経
過
し
発
電
機

の
老
朽
化
が
進
み
修
復
不
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
、防
災
の
観
点
か
ら
も
非

常
用
電
源
の
確
保
が
不
可
欠
な
た
め

全
体
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
ま
た
ず
、

取
り
替
え
る
必
要
が
あ
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
補

助
金
が
皆
減
に
な
っ
た
理
由
は

事
業
期
間
は
令
和
２
年
度
ま
で

の
事
業
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
と
、本
来

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、耐
震
化
に
対
し

て
の
補
助
事
業
で
あ
る
が
、近
年
、防

水
工
事
や
塗
装
工
事
な
ど
補
助
対
象

外
の
申
請
が
多
い
事
や
、利
用
し
て
い

る
事
業
者
が一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

事
も
あ
り
、い
っ
た
ん
休
止
を
し
て
事

業
制
度
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

QAQA

QA

QA

QA

　
　
　G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
事

業
1
千
１
９
１
万
８
千
円
に
つ
い
て
、

委
託
料
６
９
０
万
円
が
表
示
さ
れ
て

い
な
い
。今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
き
な
い
よ
う
、確
認
作
業
の
徹
底
に

努
め
る
こ
と
。

　
　
　町
立
博
物
館
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
中
身
が
見
え
て
い
な
い
状
況

で
、町
の
単
独
費
用
で
町
立
博
物
館

外
構
設
計
業
務
委
託
料
1
千
３
０
０

万
円
と
再
び
民
間
活
力
導
入
検
討
業

務
５
０
０
万
円
、一
括
交
付
金
で
町
立

博
物
館
調
査
研
究
事
業
1
千
７
２
３

万
5
千
円
の
予
算
が
独
り
歩
き
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。今

後
、町
民
や
議
会
へ
丁
寧

な
説
明
を
す
る
よ
う
努

力
す
る
こ
と
。

意
見

意
見
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縄文の森地区

縄文の海地区

低湿地区
の一部

砂丘区

北谷中学校

校舎棟

プール

体育館

柔剣道場
部室

凡 例 敷地範囲
建物範囲
車両出入口

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

歳入歳出総額

歳入歳出総額

収益的及び
資本的収入合計

収益的及び
資本的収入合計

収益的及び
資本的支出合計

収益的及び
資本的支出合計

特別会計・公営企業会計予算

下水道事業会計

水道事業会計

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計

３常任委員会 当初予算に対する
主な質疑・付帯意見

4億413万9千円
39億6,692万1千円

8億8,548万円

7億6,211万8千円

8億7,660万円

7億4,933万8千円

総
務
財
政

経
済
工
務

文
教
厚
生

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

令和３年度
一般会計予算
～委員長報告～

パークゴルフ場整備事業

（コース面積：7,440㎡・9ホール）

学校給食センター建設事業（建設）

（本体工事（外構含）・厨房機器設置工事・工事監理）

浜川小学校放課後児童クラブ公的施設整備事業 北谷中学校改築事業・北谷中学校併行防音事業

伊礼原遺跡整備事業コミュニティバス導入検討事業

（実施設計業務委託・施工監理業務委託・園路広場整備工
・管理施設整備工・サービス施設整備工・電気工 等）

（運行業務委託・検討調査業務委託・予約受付業務委託 等）
☆令和３年７月１日より、事前予約制の区域運行（デマンド交通）へ運行形態を変更!!☆令和３年７月１日より、事前予約制の区域運行（デマンド交通）へ運行形態を変更!!

（実施設計・仮設校舎実施設計・土質調査・解体設計・
併行防音実施設計）

（施設内容：専用区画2区画・事務スペース・収納庫・トイレ・
シャワー室　等）

事業費 21億6,178万8千円 工事費 2億2,000万円2億2,000万円 備品購入 500万円500万円

事業費 8,999万1千円 事業費 1億7,111万3千円

事業費 6,177万4千円 事業費 3,682万円（縄文の海地域）

令和３年度

主 な 事 業

修
正

可
決
修
正

可
決

令和３年度 一般会計予算

174億2,690万9千円のまちづくり174億2,690万9千円のまちづくり174億2,690万9千円のまちづくり174億2,690万9千円のまちづくり
質
疑

主
な

質
疑

主
な

質
疑

主
な

付
帯
意
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町
民
税
、法
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の
滞
納
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越
分

４
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万
１
千
円
の
件
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増
加
傾

向
か

令
和
２
年
度
の
徴
収
猶
予
の
申
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を
し
て
い
る
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数
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件
、金
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は
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１
千
２
０
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万
円
、滞
納
繰

越
分
に
つ
い
て
例
年
、徴
収
強
化
の

努
力
を
し
て
き
た
の
で
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
が
、令
和
２
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
関
係
で
資
金
繰
り
が
厳
し
い

法
人
は
猶
予
制
度
が
設
け
ら
れ
た

為
、令
和
３
年
度
は
増
加
傾
向
。

災
害
対
策
費
、北
谷
町
地
域
防

災
計
画
改
定
業
務
委
託
料
８
２
１
万

２
千
円
の
内
容
は

現
在
の
計
画
は
、平
成
２７
年
に

改
正
。そ
の
後
の
法
令
改
正
、国
や
県

の
計
画
の
改
定
、町
の
機
構
改
革
や

防
災
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
て
令
和
３
年
度
に
改
正
予
定
。コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
て
現
計
画

の
修
正
箇
所
を
洗
い
出
し
、関
係
部

署
等
と
の
協
議

を
経
て
改
正
し

て
い
く
。

産
後
ケ
ア
事
業
６
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１
万
４
千

円
の
委
託
業
務
の
契
約
病
院
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は

病
院
と
は
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月
１
日
契
約
と
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て
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和
元
年
、県
で
ま
と
め
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て
い
る
産
婦
人
科
医
療
機
関
の
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機
関
中
、１４
機
関
が
産
後
ケ
ア
を
実

施
し
て
い
る
。助
産
院
は
５
か
所
受
託

し
て
い
る
。県
と
調
整
を
し
て
行
く
。

美
浜
メ
デ
ィ
ア・ス
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ー
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ョ
ン

維
持
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修
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万
７
千
円

の
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内
容
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美
浜
メ
デ
ィ
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テ
ー
シ
ョ
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は
建
設
か
ら
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年
が
経
過
し
発
電
機

の
老
朽
化
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進
み
修
復
不
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
、防
災
の
観
点
か
ら
も
非

常
用
電
源
の
確
保
が
不
可
欠
な
た
め

全
体
的
な
リ
ニ
ュ
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ア
ル
を
ま
た
ず
、

取
り
替
え
る
必
要
が
あ
る
。
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宅
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フ
ォ
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助
成
事
業
補

助
金
が
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減
に
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た
理
由
は

事
業
期
間
は
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２
年
度
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で

の
事
業
計
画
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と
と
、本
来
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化
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化
に
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で
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が
、近
年
、防

水
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や
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装
工
事
な
ど
補
助
対
象

外
の
申
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が
多
い
事
や
、利
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し
て
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る
事
業
者
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部
に
と
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て
い
る
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も
あ
り
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っ
た
ん
休
止
を
し
て
事

業
制
度
の
見
直
し
を
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て
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く
。
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。今
後
は
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よ
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な
こ
と
が

起
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な
い
よ
う
、確
認
作
業
の
徹
底
に

努
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る
こ
と
。
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立
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館
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
中
身
が
見
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て
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な
い
状
況

で
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用
で
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外
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設
計
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務
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託
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０
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万
円
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間
活
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導
入
検
討
業

務
５
０
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万
円
、一
括
交
付
金
で
町
立

博
物
館
調
査
研
究
事
業
1
千
７
２
３

万
5
千
円
の
予
算
が
独
り
歩
き
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。今

後
、町
民
や
議
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へ
丁
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を
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る
よ
う
努

力
す
る
こ
と
。

意
見
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見
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一
般
会
計
予
算

修
正

可
決
修
正

可
決
当
初
予
算
に
新
生
児
へ
一
人
10
万
円
の
定
額
給
付
金（
3
千
9
0
0
万
円
）の
追
加
と

　
　
　
　
　町
立
博
物
館
外
構
設
計
業
務
委
託
料（
1
千
3
0
0
万
円
）の
減
額
を
実
現
!

再
議
理
由

提
案
理
由

町
長
の
当
初
予
算
に
、
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
事
業
３
千
４
６
６
万
２
千
円
を
増
額
し
、

町
立
博
物
館
外
構
設
計
業
務
委
託
１
千
３
０
０
万
円
の
減
額
、
民
間
活
力
導
入
検
討
業
務

５
０
０
万
円
を
減
額
し
修
正
可
決
し
た

町
長
が
提
出
の
一
般
会
計
予
算
を
否
決
し
、
議
員
が
提
出
し
た
博
物
館
外
構
設
計
業
務
委
託

費
を
減
額
し
た
修
正
動
議
を
賛
成
多
数
で
修
正
可
決
し
た

討
論
後
に
議
会
を
一
時
休
憩
し
、町
長
と
議
会
で
協
議
を
し
た
が
、３
月
22
日
可
決
し
た
修
正

動
議
を
否
決
し
当
初
予
算
も
否
決
し
た

修正可決　町が提案した予算に対し、議会
が修正を加えて議決するものです。

修正動議　地方自治法115条の3で普通地方公共団体の議会が議案に対する修
正の動議を議題とするに当たっては議員定数の12分の1以上の発議によらなけれ
ばならない。

再議　地方自治法１７６条の規定により、首長は議会が可決した議案に異議（一般的拒否権の場合）があれば、審議をやり直す「再議」を１０日以内に求めるこ
とができる。再議後、再び同じ議案を可決させるためには、出席議員の３分の２以上の賛成（特別多数議決）が必要で、再議前の過半数よりも可決要件が高く
なります。

3月22日3月26日3月30日
　
　
　令
和
２
年
12
月
17
日
の
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
２

年
度
の
特
別
給
付
金
の
対
象
外
と
な
っ
た
新
生
児
に
対
す
る

給
付
を
求
め
る
決
議
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
が
、
予

算
措
置
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
議
会
の
総
意
と
し
て
今
回
の
修

正
動
議
を
持
っ
て
新
規
計
上
を
求
め
る
。
博
物
館
事
業
は
、

整
備
の
必
要
に
つ
い
て
理
解
を
し
て
き
た
が
、
時
間
の
経
過

と
環
境
の
変
化
に
伴
う
事
業
費
や
施
設
整
備
、
運
営
方
法

等
の
変
更
に
つ
い
て
の
職
員
の
説
明
で
は
、
精
査
中
、
検
討

中
、
説
明
が
で
き
な
い
状
況
と
の
言
葉
が
並
び
、
担
当
所

管
で
あ
る
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
委
員
長
報
告
に
お
い
て

も
付
帯
意
見
が
出
さ
れ
、
議
会
と
し
て
も
納
得
し
得
る
状

況
に
至
ら
ず
、
現
時
点
に
お
い
て
承
認
し
が
た
い
。
よ
っ
て

博
物
館
に
掛
か
る一部
費
用
は
減
額
を
し
た
上
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
国
の
特
別
定
額
給
付

金
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
令
和
２
年
４
月
２８
日
以
降
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
に
対
し
て
、
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
を

新
規
計
上
し
、
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立

金
か
ら
計
上
す
る
本
修
正
案
を
提
出
す
る
。

　
　
　「町
立
博
物
館
外
構
設
計
業
務
委
託
」
及
び
「
民
間

活
力
導
入
検
討
業
務
」
の
皆
減
に
つ
い
て
当
事
業
は
計
画

決
議
に
つ
い
て
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
大
変
重
く
受
け
止

め
て
い
る
。
全
て
の
新
生
児
へ
の
切
れ
目
な
い
給
付
金
支

を
立
て
て
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
議
会
の
理
解
を
得
て

進
行
し
て
き
た
。
計
画
的
に
推
進
す
る
事
業
は
、
一
体
的

推
進
が
円
滑
に
進
む
よ
う
当
初
予
算
に
計
上
が
原
則
。
博

物
館
関
連
事
業
費
を
皆
減
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
、
博
物

館
関
連
設
計
業
務
の
停
止
と
な
り
大
き
く
後
退
す
る
懸
念

が
生
じ
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
お
け
る
支
援
策
と

今
後
の
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
本
町
独
自
の
様
々
な
対

策
を
講
じ
て
き
た
。
町
民
か
ら
の
要
請
や
陳
情
、
議
会
の

給
事
業
等
、
支
援
制
度
の
設
計
を
進
め
て
い
く
。
博
物
館

関
連
予
算
を
削
除
し
当
初
予
算
の
段
階
で
は
準
備
が
整
っ

て
い
な
い
給
付
金
支
給
事
業
を
追
加
す
る
こ
と
に
異
議
を

唱
え
る
。
　

　修
正
案
可
決
に
よ
る
執
行
体
制
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

町
当
局
と
の
十
分
な
協
議
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
執
行
に

あ
た
っ
て
の
費
用
、
人
員
体
制
、
事
務
分
掌
の
割
り
当
て

等
の
調
整
と
精
査
が
必
要
と
考
え
る
。
修
正
案
を
提
出
す

る
過
程
に
お
い
て
協
議
が
不
十
分
で
あ
る
。

一般会計予算審議経過

賛 成 討 論

北
谷
町
議
会
初
‼
議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

北
谷
町
議
会
初
‼
議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

北
谷
町
議
会
初
‼
議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

反 対 討 論
玉
那
覇 

淑
子
議
員

修
正
が
出
さ
れ
た
町
立
博
物
館
外

構
設
計
業
務
委
託
は
、伊
礼
原
遺
跡

の
整
備
計
画
と
連
携
を
し
て
ス
ム
ー

ズ
に
事
業
を
進
め
る
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
を
今
回
０
円
に
す
る
こ
と
は
、

博
物
館
全
て
を
見
直
す
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
こ
そ
が
町
民
に
対
し
て
説
明
が

出
来
な
い
。令
和
２
年
度
に
設
計
見

直
し
を
開
始
し
、そ
の
説
明
も
受
け

て
き
た
。

宮
里 

歩
議
員

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
審
査
し

た
結
果
、令
和
３
年
度
新
年
度
予
算

に
関
し
て
、全
会一致
で
可
決
し
た
。

そ
れ
か
ら
執
行
す
る
当
局
と
の
協
議

が
な
い
ま
ま
の
修
正
案
提
出
は
望
ま

し
く
な
い
。

喜
友
名 

盛
充
議
員

議
会
が
納
得
い
く
よ
う
な
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
不
十
分
で
あ
り
、今
後
町

民
や
議
会
へ
丁
寧
な
説
明
を
す
る
よ

う
、文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
付
帯

意
見
も
出
さ
れ
た
。議
会
と
し
て
町

民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
せ
な
い
こ

と
が
問
題
で
あ
り
、ま
ず
は一度
立
ち

止
ま
り
、博
物
館
整
備
事
業
を
明
確

に
し
、再
度
議
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
た
上
で
外
構
設
計
業
務
委
託
を

進
め
て
い
く
べ
き
。

仲
地 

泰
夫
議
員

な
ぜ
今
の
時
期
に
急
い
で
外
構
工

事
設
計
な
の
か
説
明
が
良
く
分
か

ら
な
い
。今
後
、議
会
で
も
中
身
に

つ
い
て
５
月
に
丁
寧
な
説
明
、議
論

し
た
あ
と
で
外
構
工
事
の
設
計
を

し
て
ほ
し
い
。町
民
或
い
は
た
く
さ

ん
の
方
々
か
ら
本
当
に
素
晴
ら
し

い
と
喜
ば
れ
る
博
物
館
を
目
指
す

べ
き
。

　
　
　博
物
館
事
業
に
関
す
る
総
事
業
費
や
維
持
管
理
費
、

駐
車
場
の
台
数
や
来
客
予
定
数
、
運
営
方
法
、
予
想
さ
れ

る
赤
字
額
等
の
質
疑
に
対
し
て
、
精
査
中
、
検
討
中
、
説

明
が
出
来
な
い
状
況
と
の
言
葉
が
列
び
、
議
会
と
し
て
も

納
得
し
得
る
状
況
に
至
っ
て
お
ら
ず
町
立
博
物
館
整
備
事

業
の
町
立
博
物
館
外
構
設
計
業
務
委
託
の
み
を
減
額
と
し
、

令
和
３
年
度
北
谷
町
一
般
会
計
予
算
に
対
し
、
本
修
正
案

を
提
出
す
る
。

町 

長
議 

会 町
長
が
、
可
決
さ
れ
た
修
正
案
に
対
し
て
再
議
を
請
求

議
会
が
再
度
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
し
て
修
正
案
を
提
出

議
会
が
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
し
て
修
正
案
を
提
出

提
案
理
由

……3,466万2千円
……▲1,300万円
……▲500万円

……3,466万2千円
……▲1,300万円
……▲500万円

※再議は特別多数議決
※特別多数議決：出席議員の3分の2以上の賛
成で可決する。この場合、副議長は出席議員
に含まれるため、表決権がある。  
    
 

新たな新生児特別定額給付金に
かかる事業費
博物館外構設計
民間活力導入検討

●

●
●

●

●
●

9 8人 人

賛成賛成 反対反対

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正案)

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正案)

17 0人 人

賛成賛成 反対反対

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正部分を除く原案)

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正部分を除く原案)

可
決
可
決

可
決
可
決

新たな新生児特別定額給付金に
かかる事業費
博物館外構設計
民間活力導入検討

●

●
●

●

●
●

9 9人 人

賛成賛成 反対反対

令和3年度
北谷町一般会計予算について
再議の件(修正案)   

令和3年度
北谷町一般会計予算について
再議の件(修正案)   

8 9人 人

賛成賛成 反対反対

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(原案)

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(原案)

否
決
否
決

否
決
否
決

●●

9 8人 人

賛成賛成 反対反対

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正案)

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正案)

17 0人 人

賛成賛成 反対反対

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正部分を除く原案)

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正部分を除く原案)

博物館外構設計

可
決
可
決

可
決
可
決

※詳しくは動画をチェック→　
2:12:40からスタート！！

※詳しくは動画をチェック→　 ※詳しくは動画をチェック→　

……▲1,300万円
新たな新生児特別定額給付金に
かかる事業費
博物館外構設計

……… 3,900万円
…… 1,300万円

●

●

●

●
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会
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一
般
会
計
予
算

修
正

可
決
修
正

可
決
当
初
予
算
に
新
生
児
へ
一
人
10
万
円
の
定
額
給
付
金（
3
千
9
0
0
万
円
）の
追
加
と

　
　
　
　
　町
立
博
物
館
外
構
設
計
業
務
委
託
料（
1
千
3
0
0
万
円
）の
減
額
を
実
現
!

再
議
理
由

提
案
理
由

町
長
の
当
初
予
算
に
、
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
事
業
３
千
４
６
６
万
２
千
円
を
増
額
し
、

町
立
博
物
館
外
構
設
計
業
務
委
託
１
千
３
０
０
万
円
の
減
額
、
民
間
活
力
導
入
検
討
業
務

５
０
０
万
円
を
減
額
し
修
正
可
決
し
た

町
長
が
提
出
の
一
般
会
計
予
算
を
否
決
し
、
議
員
が
提
出
し
た
博
物
館
外
構
設
計
業
務
委
託

費
を
減
額
し
た
修
正
動
議
を
賛
成
多
数
で
修
正
可
決
し
た

討
論
後
に
議
会
を
一
時
休
憩
し
、町
長
と
議
会
で
協
議
を
し
た
が
、３
月
22
日
可
決
し
た
修
正

動
議
を
否
決
し
当
初
予
算
も
否
決
し
た

修正可決　町が提案した予算に対し、議会
が修正を加えて議決するものです。

修正動議　地方自治法115条の3で普通地方公共団体の議会が議案に対する修
正の動議を議題とするに当たっては議員定数の12分の1以上の発議によらなけれ
ばならない。

再議　地方自治法１７６条の規定により、首長は議会が可決した議案に異議（一般的拒否権の場合）があれば、審議をやり直す「再議」を１０日以内に求めるこ
とができる。再議後、再び同じ議案を可決させるためには、出席議員の３分の２以上の賛成（特別多数議決）が必要で、再議前の過半数よりも可決要件が高く
なります。

3月22日3月26日3月30日
　
　
　令
和
２
年
12
月
17
日
の
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
２

年
度
の
特
別
給
付
金
の
対
象
外
と
な
っ
た
新
生
児
に
対
す
る

給
付
を
求
め
る
決
議
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
が
、
予

算
措
置
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
議
会
の
総
意
と
し
て
今
回
の
修

正
動
議
を
持
っ
て
新
規
計
上
を
求
め
る
。
博
物
館
事
業
は
、

整
備
の
必
要
に
つ
い
て
理
解
を
し
て
き
た
が
、
時
間
の
経
過

と
環
境
の
変
化
に
伴
う
事
業
費
や
施
設
整
備
、
運
営
方
法

等
の
変
更
に
つ
い
て
の
職
員
の
説
明
で
は
、
精
査
中
、
検
討

中
、
説
明
が
で
き
な
い
状
況
と
の
言
葉
が
並
び
、
担
当
所

管
で
あ
る
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
委
員
長
報
告
に
お
い
て

も
付
帯
意
見
が
出
さ
れ
、
議
会
と
し
て
も
納
得
し
得
る
状

況
に
至
ら
ず
、
現
時
点
に
お
い
て
承
認
し
が
た
い
。
よ
っ
て

博
物
館
に
掛
か
る一部
費
用
は
減
額
を
し
た
上
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
国
の
特
別
定
額
給
付

金
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
令
和
２
年
４
月
２８
日
以
降
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
に
対
し
て
、
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
を

新
規
計
上
し
、
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立

金
か
ら
計
上
す
る
本
修
正
案
を
提
出
す
る
。

　
　
　「町
立
博
物
館
外
構
設
計
業
務
委
託
」
及
び
「
民
間

活
力
導
入
検
討
業
務
」
の
皆
減
に
つ
い
て
当
事
業
は
計
画

決
議
に
つ
い
て
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
大
変
重
く
受
け
止

め
て
い
る
。
全
て
の
新
生
児
へ
の
切
れ
目
な
い
給
付
金
支

を
立
て
て
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
議
会
の
理
解
を
得
て

進
行
し
て
き
た
。
計
画
的
に
推
進
す
る
事
業
は
、
一
体
的

推
進
が
円
滑
に
進
む
よ
う
当
初
予
算
に
計
上
が
原
則
。
博

物
館
関
連
事
業
費
を
皆
減
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
、
博
物

館
関
連
設
計
業
務
の
停
止
と
な
り
大
き
く
後
退
す
る
懸
念

が
生
じ
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
お
け
る
支
援
策
と

今
後
の
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
本
町
独
自
の
様
々
な
対

策
を
講
じ
て
き
た
。
町
民
か
ら
の
要
請
や
陳
情
、
議
会
の

給
事
業
等
、
支
援
制
度
の
設
計
を
進
め
て
い
く
。
博
物
館

関
連
予
算
を
削
除
し
当
初
予
算
の
段
階
で
は
準
備
が
整
っ

て
い
な
い
給
付
金
支
給
事
業
を
追
加
す
る
こ
と
に
異
議
を

唱
え
る
。
　

　修
正
案
可
決
に
よ
る
執
行
体
制
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

町
当
局
と
の
十
分
な
協
議
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
執
行
に

あ
た
っ
て
の
費
用
、
人
員
体
制
、
事
務
分
掌
の
割
り
当
て

等
の
調
整
と
精
査
が
必
要
と
考
え
る
。
修
正
案
を
提
出
す

る
過
程
に
お
い
て
協
議
が
不
十
分
で
あ
る
。

一般会計予算審議経過

賛 成 討 論

北
谷
町
議
会
初
‼
議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

北
谷
町
議
会
初
‼
議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

北
谷
町
議
会
初
‼
議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

議
会
が「
修
正
動
議
」を
２
度
可
決

反 対 討 論
玉
那
覇 

淑
子
議
員

修
正
が
出
さ
れ
た
町
立
博
物
館
外

構
設
計
業
務
委
託
は
、伊
礼
原
遺
跡

の
整
備
計
画
と
連
携
を
し
て
ス
ム
ー

ズ
に
事
業
を
進
め
る
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
を
今
回
０
円
に
す
る
こ
と
は
、

博
物
館
全
て
を
見
直
す
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
こ
そ
が
町
民
に
対
し
て
説
明
が

出
来
な
い
。令
和
２
年
度
に
設
計
見

直
し
を
開
始
し
、そ
の
説
明
も
受
け

て
き
た
。

宮
里 

歩
議
員

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
審
査
し

た
結
果
、令
和
３
年
度
新
年
度
予
算

に
関
し
て
、全
会一致
で
可
決
し
た
。

そ
れ
か
ら
執
行
す
る
当
局
と
の
協
議

が
な
い
ま
ま
の
修
正
案
提
出
は
望
ま

し
く
な
い
。

喜
友
名 

盛
充
議
員

議
会
が
納
得
い
く
よ
う
な
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
不
十
分
で
あ
り
、今
後
町

民
や
議
会
へ
丁
寧
な
説
明
を
す
る
よ

う
、文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
付
帯

意
見
も
出
さ
れ
た
。議
会
と
し
て
町

民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
せ
な
い
こ

と
が
問
題
で
あ
り
、ま
ず
は一度
立
ち

止
ま
り
、博
物
館
整
備
事
業
を
明
確

に
し
、再
度
議
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
た
上
で
外
構
設
計
業
務
委
託
を

進
め
て
い
く
べ
き
。

仲
地 

泰
夫
議
員

な
ぜ
今
の
時
期
に
急
い
で
外
構
工

事
設
計
な
の
か
説
明
が
良
く
分
か

ら
な
い
。今
後
、議
会
で
も
中
身
に

つ
い
て
５
月
に
丁
寧
な
説
明
、議
論

し
た
あ
と
で
外
構
工
事
の
設
計
を

し
て
ほ
し
い
。町
民
或
い
は
た
く
さ

ん
の
方
々
か
ら
本
当
に
素
晴
ら
し

い
と
喜
ば
れ
る
博
物
館
を
目
指
す

べ
き
。

　
　
　博
物
館
事
業
に
関
す
る
総
事
業
費
や
維
持
管
理
費
、

駐
車
場
の
台
数
や
来
客
予
定
数
、
運
営
方
法
、
予
想
さ
れ

る
赤
字
額
等
の
質
疑
に
対
し
て
、
精
査
中
、
検
討
中
、
説

明
が
出
来
な
い
状
況
と
の
言
葉
が
列
び
、
議
会
と
し
て
も

納
得
し
得
る
状
況
に
至
っ
て
お
ら
ず
町
立
博
物
館
整
備
事

業
の
町
立
博
物
館
外
構
設
計
業
務
委
託
の
み
を
減
額
と
し
、

令
和
３
年
度
北
谷
町
一
般
会
計
予
算
に
対
し
、
本
修
正
案

を
提
出
す
る
。

町 

長
議 

会 町
長
が
、
可
決
さ
れ
た
修
正
案
に
対
し
て
再
議
を
請
求

議
会
が
再
度
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
し
て
修
正
案
を
提
出

議
会
が
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
し
て
修
正
案
を
提
出

提
案
理
由

……3,466万2千円
……▲1,300万円
……▲500万円

……3,466万2千円
……▲1,300万円
……▲500万円

※再議は特別多数議決
※特別多数議決：出席議員の3分の2以上の賛
成で可決する。この場合、副議長は出席議員
に含まれるため、表決権がある。  
    
 

新たな新生児特別定額給付金に
かかる事業費
博物館外構設計
民間活力導入検討

●

●
●

●

●
●

9 8人 人

賛成賛成 反対反対

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正案)

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正案)

17 0人 人

賛成賛成 反対反対

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正部分を除く原案)

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正部分を除く原案)

可
決
可
決

可
決
可
決

新たな新生児特別定額給付金に
かかる事業費
博物館外構設計
民間活力導入検討

●

●
●

●

●
●

9 9人 人

賛成賛成 反対反対

令和3年度
北谷町一般会計予算について
再議の件(修正案)   

令和3年度
北谷町一般会計予算について
再議の件(修正案)   

8 9人 人

賛成賛成 反対反対

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(原案)

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(原案)

否
決
否
決

否
決
否
決

●●

9 8人 人

賛成賛成 反対反対

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正案)

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正案)

17 0人 人

賛成賛成 反対反対

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正部分を除く原案)

令和3年度
北谷町一般会計予算について
(修正部分を除く原案)

博物館外構設計

可
決
可
決

可
決
可
決

※詳しくは動画をチェック→　
2:12:40からスタート！！

※詳しくは動画をチェック→　 ※詳しくは動画をチェック→　

……▲1,300万円
新たな新生児特別定額給付金に
かかる事業費
博物館外構設計

……… 3,900万円
…… 1,300万円

●

●

●

●

議 

会
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●新型コロナウイルスワクチン接種対策事業費負担金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●入湯税 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●民生費国庫負担金（障害者自立支援給付費国庫負担金、児童手当国庫負担金等） ・・・
●特定駐留軍用地内土地取得事業基金交付金等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1億3,469万9千円の増
▲1,357万1千円の減
▲6,137万4千円の減
▲1億1,614万円の減

令和２年度
（第 8 号）
（第 9 号）
（第10号）

（第 8 号）
（第 9 号）
（第10号）

1億8,073万9千円の増
▲8億3,452万4千円の減

2,307万3千円の増
▲6億3,071万2千円の減
197億6,350万7千円　　

主な内容

歳

　入

●新型コロナウイルスワクチン接種事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●道路新設改良費（北前安良波線改良工事、謝苅中央線改良事業等） ・・・・・・・・・・・・・・・
●社会教育総務費
（新型コロナウイルス感染症の影響による地域未来塾開催数の減少や生涯学習祭り中止等） ・・・・
●生涯学習施設費
（新型コロナウイルス感染症の影響による施設利用数減少に伴うちゃたんニライセンター管理費等） ・・・・
●児童福祉総務費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1億8,073万9千円の増
▲4,125万1千円の減

▲715万1千円の減

▲558万5千円の減
2,082万3千円の増

歳

　出

新型コロナウイルス感染症の影響より大型宿泊施設をはじめとする営業用給水、また米軍基地給水が大幅に
落ち込んでいることを受け既決の予定量を減し補正する。

年間総給水量　▲16万1千㎥の減　補正後の年間総給水量　405万6千㎥
水道事業収益…補正額　▲7,861万1千円の減　補正後　9億422万8千円
水道事業費用…補正額　▲6,960万8千円の減　補正後　9億442万6千円

新型コロナウイルス感染症の影響により排水量に大幅な減少が見込まれる。また、国の第3次補正予算の成
立に伴う防災・安全交付金の追加交付による。

年間総給水量　▲45万7,985㎥の減　補正後の年間総排水量　552万8,350㎥
主要な建設改良事業　9,713万８千円の増　補正後の金額　3億7,697万1千円
下水道事業収益…補正額　▲5,192万5千円の減　 補正後　7億3,444万1千円
下水道事業費用…補正額　▲3,838万5千円の減　 補正後　　7億313万9千円
資本的収入………補正額　　8,465万8千円の増　 補正後　3億4,703万8千円
資本的支出………補正額　１億518万1千円の増　 補正後　5億3,317万7千円

▲1,044万5千円を減額補正…38億2,058万6千円 1,462万5千円を増額補正…4億56万6千円

原
案

可
決
原
案

可
決

原
案

可
決
原
案

可
決

原
案

可
決
原
案

可
決

原
案

可
決
原
案

可
決

原
案

可
決
原
案

可
決

補

　
正

　
予

　
算

議会会議規則の一部を改正する規則議会会議規則の一部を改正する規則

陳   情陳   情

沖縄県医療福祉労働組合連合会

沖縄県社会保障推進協議会

新日本婦人の会・沖縄県本部

請願書・陳情書の書き方、
添付書類などはホームページを
ご覧いただくか議会事務局へ
お電話を（電話９３６－３３８２）

「請願」と「陳情（審査をする事としたもの）」の５つのステップ

①審査：本会議において所管の委員会へ審査を付託
②報告：その結果を本会議で報告
③採決：議会として採択、不採択等の決定
④要請（要望）：採択した請願・陳情は町長等に送り、その実現に努力するよう求める
⑤通知：請願・陳情提出者へ結果（採択・不採択等）の通知

原則、年4回（3月、6月、9月、12月）開催される定例会の各開会日6日前（土曜日、日曜日、祝日を除き）
までです。この期限を過ぎたものは、議会事務局でお預かりし、次の定例会に協議されます。

請願書・陳情書の提出期限・提出場所等について

提出者は

主な内容 　出産、育児、介護への配慮や請願手続き緩和へ

議員  ・  委員会
（法112①） （法109⑥）

規則の 制定  ・  改正  ・  廃止

　「標準」町村議会会議規則の一部改正に準じ、議員活動と家庭生活との両立支援策や男
女の議員が活動しやすい環境整備の一環として、出産、育児、介護など議員として活動す
るに当たっての諸要因に配慮する。そのため、議会への欠席事由を整備し、出産について
は母性保護の観点から産前・産後の欠席期間を規定する。また、請願者の利便性の向上
を図るため、議会への請願手続きについて、請願者に一律に求めている押印の義務付け
を見直し、署名又は記名押印に改正を行う。

原
案

可
決
原
案

可
決

趣
旨

採
択
趣
旨

採
択

採
択
採
択
採
択
採
択

提出者：議会運営委員会

議
会
会
議
規
則
一
部
改
正
／
陳
情

臨時会・定例会　議決結果賛否一覧表
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●新型コロナウイルスワクチン接種対策事業費負担金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●入湯税 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●民生費国庫負担金（障害者自立支援給付費国庫負担金、児童手当国庫負担金等） ・・・
●特定駐留軍用地内土地取得事業基金交付金等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1億3,469万9千円の増
▲1,357万1千円の減
▲6,137万4千円の減
▲1億1,614万円の減

令和２年度
（第 8 号）
（第 9 号）
（第10号）

（第 8 号）
（第 9 号）
（第10号）

1億8,073万9千円の増
▲8億3,452万4千円の減

2,307万3千円の増
▲6億3,071万2千円の減
197億6,350万7千円　　

主な内容

歳

　入

●新型コロナウイルスワクチン接種事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●道路新設改良費（北前安良波線改良工事、謝苅中央線改良事業等） ・・・・・・・・・・・・・・・
●社会教育総務費
（新型コロナウイルス感染症の影響による地域未来塾開催数の減少や生涯学習祭り中止等） ・・・・
●生涯学習施設費
（新型コロナウイルス感染症の影響による施設利用数減少に伴うちゃたんニライセンター管理費等） ・・・・
●児童福祉総務費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1億8,073万9千円の増
▲4,125万1千円の減

▲715万1千円の減

▲558万5千円の減
2,082万3千円の増

歳

　出

新型コロナウイルス感染症の影響より大型宿泊施設をはじめとする営業用給水、また米軍基地給水が大幅に
落ち込んでいることを受け既決の予定量を減し補正する。

年間総給水量　▲16万1千㎥の減　補正後の年間総給水量　405万6千㎥
水道事業収益…補正額　▲7,861万1千円の減　補正後　9億422万8千円
水道事業費用…補正額　▲6,960万8千円の減　補正後　9億442万6千円

新型コロナウイルス感染症の影響により排水量に大幅な減少が見込まれる。また、国の第3次補正予算の成
立に伴う防災・安全交付金の追加交付による。

年間総給水量　▲45万7,985㎥の減　補正後の年間総排水量　552万8,350㎥
主要な建設改良事業　9,713万８千円の増　補正後の金額　3億7,697万1千円
下水道事業収益…補正額　▲5,192万5千円の減　 補正後　7億3,444万1千円
下水道事業費用…補正額　▲3,838万5千円の減　 補正後　　7億313万9千円
資本的収入………補正額　　8,465万8千円の増　 補正後　3億4,703万8千円
資本的支出………補正額　１億518万1千円の増　 補正後　5億3,317万7千円

▲1,044万5千円を減額補正…38億2,058万6千円 1,462万5千円を増額補正…4億56万6千円

原
案

可
決
原
案

可
決

原
案

可
決
原
案

可
決

原
案

可
決
原
案

可
決

原
案

可
決
原
案

可
決

原
案

可
決
原
案

可
決

補

　
正

　
予

　
算

議会会議規則の一部を改正する規則議会会議規則の一部を改正する規則

陳   情陳   情

沖縄県医療福祉労働組合連合会

沖縄県社会保障推進協議会

新日本婦人の会・沖縄県本部

請願書・陳情書の書き方、
添付書類などはホームページを
ご覧いただくか議会事務局へ
お電話を（電話９３６－３３８２）

「請願」と「陳情（審査をする事としたもの）」の５つのステップ

①審査：本会議において所管の委員会へ審査を付託
②報告：その結果を本会議で報告
③採決：議会として採択、不採択等の決定
④要請（要望）：採択した請願・陳情は町長等に送り、その実現に努力するよう求める
⑤通知：請願・陳情提出者へ結果（採択・不採択等）の通知

原則、年4回（3月、6月、9月、12月）開催される定例会の各開会日6日前（土曜日、日曜日、祝日を除き）
までです。この期限を過ぎたものは、議会事務局でお預かりし、次の定例会に協議されます。

請願書・陳情書の提出期限・提出場所等について

提出者は

主な内容 　出産、育児、介護への配慮や請願手続き緩和へ

議員  ・  委員会
（法112①） （法109⑥）

規則の 制定  ・  改正  ・  廃止

　「標準」町村議会会議規則の一部改正に準じ、議員活動と家庭生活との両立支援策や男
女の議員が活動しやすい環境整備の一環として、出産、育児、介護など議員として活動す
るに当たっての諸要因に配慮する。そのため、議会への欠席事由を整備し、出産について
は母性保護の観点から産前・産後の欠席期間を規定する。また、請願者の利便性の向上
を図るため、議会への請願手続きについて、請願者に一律に求めている押印の義務付け
を見直し、署名又は記名押印に改正を行う。

原
案

可
決
原
案

可
決

趣
旨

採
択
趣
旨

採
択

採
択
採
択
採
択
採
択

提出者：議会運営委員会

議
会
会
議
規
則
一
部
改
正
／
陳
情
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条例の 制定  ・  改正  ・  廃止

指定管理者の指定指定管理者の指定 ～町民にとってより素敵な
　サービスになりますように～

奈留川西公園
公募によらない指定

学習等供用施設＆屋外運動場
公募によらない指定

桃原、栄口、謝苅、北玉、宇地原、
北前、砂辺、美浜、桑江、宮城、上勢

令和3年4月1日～令和8年3月31日

上勢、栄口、北前

一般財団法人、北谷地域振興センター

令和3年4月1日～令和7年3月31日

年間390万円（総額1,560万円）

発案者は 議員  ・  委員会  ・  町長  ・  住民

主な内容 　選管の組織体制を強化
（法112①） （法109⑥） （法149①） （直接請求の場合（法74①））

職員定数条例の一部を改正する条例

　令和３年以降に相次いで執行される衆議院議員選挙、町長選挙、参議院議員選挙、県知事選挙及び町議会
議員選挙に対応するため、選挙管理委員会の組織体制の強化を図るため、職員１人を増員する改正。町長の
事務部局の職員を１人減とし、選挙管理委員会の職員を１人から２人に増員するもの

条例の発案者は
議員 ・ 委員会 ・ 町長 ・ 住民 制定 ・ 改正 ・ 廃止

主な内容
「公募設置管理制度（Park-PFI 制度）」を活用するためのもの

都市公園条例の一部を改正する条例
条例の発案者は

議員 ・ 委員会 ・ 町長 ・ 住民 制定 ・ 改正 ・ 廃止

主な内容
行政手続きのおける法改正により通知カードが廃止されたことによるもの

手数料条例の一部を改正する条例

条例の発案者は
議員 ・ 委員会 ・ 町長 ・ 住民 制定 ・ 改正 ・ 廃止

主な内容
新型インフルエンザ等対策特別措置法の改正に伴うもの

国民健康保険条例の一部を改正する条例
条例の発案者は

議員 ・ 委員会 ・ 町長 ・ 住民 制定 ・ 改正 ・ 廃止

主な内容
法令の改正に伴い、審査の申し出等の書面への押印を不要とするもの

固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例

文教厚生常任委員会　所管事務調査を実施

可
決
可
決

原
案

可
決
原
案

可
決

条
例
の
発
案
・
審
議

抗議決議・意見書抗議決議・意見書
繰り返される米軍人に
よる道路交通法違反事件に
対する抗議決議

騒音規制措置（騒音防止協定）の
遵守及び相次ぐ米軍機による
低空飛行に対する意見書

航空自衛隊による
嘉手納飛行場の
共同使用に対する意見書

令和２年度庁舎周辺整備美浜２号線電線共同溝整備

工事請負契約工事請負契約

原
案

可
決
原
案

可
決

繰り返される米軍人による
道路交通法違反事件に
対する意見書

騒音規制措置（騒音防止協定）の
遵守及び相次ぐ米軍機による
低空飛行に対する抗議決議

工
事
請
負
契
約
／
抗
議
決
議
・
意
見
書

可
決
可
決
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条例の 制定  ・  改正  ・  廃止

指定管理者の指定指定管理者の指定 ～町民にとってより素敵な
　サービスになりますように～

奈留川西公園
公募によらない指定

学習等供用施設＆屋外運動場
公募によらない指定

桃原、栄口、謝苅、北玉、宇地原、
北前、砂辺、美浜、桑江、宮城、上勢

令和3年4月1日～令和8年3月31日

上勢、栄口、北前

一般財団法人、北谷地域振興センター

令和3年4月1日～令和7年3月31日

年間390万円（総額1,560万円）

発案者は 議員  ・  委員会  ・  町長  ・  住民

主な内容 　選管の組織体制を強化
（法112①） （法109⑥） （法149①） （直接請求の場合（法74①））

職員定数条例の一部を改正する条例

　令和３年以降に相次いで執行される衆議院議員選挙、町長選挙、参議院議員選挙、県知事選挙及び町議会
議員選挙に対応するため、選挙管理委員会の組織体制の強化を図るため、職員１人を増員する改正。町長の
事務部局の職員を１人減とし、選挙管理委員会の職員を１人から２人に増員するもの

条例の発案者は
議員 ・ 委員会 ・ 町長 ・ 住民 制定 ・ 改正 ・ 廃止

主な内容
「公募設置管理制度（Park-PFI 制度）」を活用するためのもの

都市公園条例の一部を改正する条例
条例の発案者は

議員 ・ 委員会 ・ 町長 ・ 住民 制定 ・ 改正 ・ 廃止

主な内容
行政手続きのおける法改正により通知カードが廃止されたことによるもの

手数料条例の一部を改正する条例

条例の発案者は
議員 ・ 委員会 ・ 町長 ・ 住民 制定 ・ 改正 ・ 廃止

主な内容
新型インフルエンザ等対策特別措置法の改正に伴うもの

国民健康保険条例の一部を改正する条例
条例の発案者は

議員 ・ 委員会 ・ 町長 ・ 住民 制定 ・ 改正 ・ 廃止

主な内容
法令の改正に伴い、審査の申し出等の書面への押印を不要とするもの

固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例

文教厚生常任委員会　所管事務調査を実施

可
決
可
決

原
案

可
決
原
案

可
決

条
例
の
発
案
・
審
議

抗議決議・意見書抗議決議・意見書
繰り返される米軍人に
よる道路交通法違反事件に
対する抗議決議

騒音規制措置（騒音防止協定）の
遵守及び相次ぐ米軍機による
低空飛行に対する意見書

航空自衛隊による
嘉手納飛行場の
共同使用に対する意見書

令和２年度庁舎周辺整備美浜２号線電線共同溝整備

工事請負契約工事請負契約

原
案

可
決
原
案

可
決

繰り返される米軍人による
道路交通法違反事件に
対する意見書

騒音規制措置（騒音防止協定）の
遵守及び相次ぐ米軍機による
低空飛行に対する抗議決議

工
事
請
負
契
約
／
抗
議
決
議
・
意
見
書

可
決
可
決
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教育委員会で原因の確認と改善を実施する

浜川小学校の水たまりの原因究明と対策は

■

小
学
校
の
運
動
場
に
つ

い
て

問
砂
塵
対
策
と
し
て
小
中
学
校
の

一部
芝
生
化
の
今
後
の
計
画
は

答
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
学
校
施
設
の
配

置
状
況
、体
育
の
授
業
や
部
活
動

と
、周
辺
の
環
境
な
ど
も
勘
案
し

な
が
ら
、芝
生
化
に
限
ら
ず
、有
効

な
砂
塵
対
策
を
検
討
す
る
。

■

公
共
施
設
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
は

問
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境（
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ（
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
）も
含
む
）の

充
足
率
は
何
％
か
。整
っ
て
い
な
い

公
共
施
設
を
伺
う

答
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
網
に
よ

り
ほ
ぼ
全
て
の
屋
内
施
設
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
環
境
整
備
を
検
討
す
る
。

問
防
災
拠
点（
避
難
所
・
避
難
施

設
等
）や
観
光
、文
化
施
設
、特
に

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
の
一

人
一
台
端
末
の
配
備
に
よ
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
環
境
整
備
の
観
点
か

ら
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
扱
え
、

町
の
公
共
施
設
全
体
へ
の
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ（
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
）環
境
整

備
の
考
え
は

答
公
共
施
設
全
体
へ
の
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ（
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
）環
境
の
整

備
は
、施
設
個
々
に
よ
り
利
用
目

的
、利
用
さ
れ
る
方
と
そ
の
人
数

等
も
異
な
る
た
め
、サ
ー
ビ
ス
対

象
と
な
る
方
や
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
を
必

要
と
す
る
施
設
の
有
無
と
そ
の
目

的
、施
設
運
営
と
の
整
合
性
等
を

勘
案
し
、庁
内
で
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
所
管
部
署
と
連
携
し

て
、Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
拡

充
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

■

砂
辺
国
有
地
の
活
用
を

問
う

問
砂
辺
区
、沖
縄
防
衛
局
と
の
協

議
や
公
募
の
進
捗
状
況
、今
後
の

活
用
計
画
は

答
昨
年
12
月
22
日
に
副
町
長
が

同
局
管
理
部
長
と
面
談
を
し
、砂

辺
国
有
地
を
個
人
・
民
間
に
使
用

許
可
を
与
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
も

た
ら
し
た
砂
辺
地
区
の
実
情
を
訴

え
、現
在
実
施
し
て
い
る
公
募
の

見
直
し
を
求
め
た
と

こ
ろ
。そ
の
結
果
、予

定
さ
れ
て
い
た
３
回

目
の
公
募
に
係
る
防

衛
局
へ
の
20
数
件
の
問

い
合
わ
せ
に
対
し
、町

と
砂
辺
区
が
連
携
し

て
国
有
地
活
用
計
画

を
策
定
す
る
前
提
で

公
募
を
保
留
し
て
い

る
。

問
本
町
が
砂
辺
区
に

点
在
す
る
国
有
地
の一

括
借
上
げ
を
行
わ
な

い
理
由
は

答
同
国
有
地
に
つ
い

て
は
、前
述
の
と
お
り

同
法
に
基
づ
き
、国
の

義
務
と
し
て
管
理
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、本
町
が
一
括
借
上

げ
に
伴
い
、同
国
有
地

を
管
理
す
る
も
の
で
は
な
い
。

12

議員
きゅうな もりみつ

喜友名 盛充喜友名 盛充

水たまりの早急な対策が望まれる浜川小学校運動場

公民館を含む公共施設全体へのWi-Fi 環境の整備拡充を！
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令和２年８月分の児童扶養手当を受給している

北谷町ひとり親家庭等臨時特別給付金事業は

■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策

問
北
谷
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
臨

時
特
別
給
付
金
の
給
付
実
績
を

伺
う

答
令
和
３
年
２
月
24
日
時
点
で
、

支
給
対
象
者
５
１
２
人
、対
象
児

童
８
４
８
人
、支
給
金
額
３
千
５

６
８
万
円
。

問
１
世
帯
当
た
り
５
万
円
、２
人

目
以
降
の
対
象
児
童
１
人
に
つ
き

３
万
円
と
し
た
理
由
は

答
沖
縄
県
の
母
子
世
帯
の
50
％
が

貯
金
を
し
て
い
な
い
統
計
デ
ー
タ

も
あ
り
、家
賃
、生
活
費
、学
費
、通

信
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
な
状

況
の
為
に
、あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た

金
額
を
助
成
す
る
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
、厚
生
労
働
省
が
実
施
し

て
い
た
給
付
金
を
参
考
に
、給
付

額
を
決
定
し
た
。

問
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
令

和
２
年
度
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
の
北
谷
町
内
の
給
付

実
績
は

答
令
和
３
年
２
月
24
日
時
点
で
、

受
給
者
数
２
千
８
７
９
人
、対
象

児
童
数
５
千
１
４
８
人
、給
付
額

５
千
１
４
７
万
円
。

■

選
挙
管
理
委
員
会
に
つ

い
て

問
前
選
挙
管
理
委
員
長
の
辞
任
、

退
職
し
た
理
由

答
一
身
上
の
都
合
。

問
県
議
選
対
応
の
管
理
業
務
に

つ
い
て
日
々
雇
用
職
員
の
募
集
方

法
、ス
ム
ー
ズ
な
選
挙
管
理
運
営

に
向
け
た
打
合
せ
会
議
等
の
内
容

は答
日
々
雇
用
職
員
に
つ
い
て
は
、選

挙
直
前
か
ら
終
了
ま
で
の
期
間
内

で
必
要
に
応
じ
雇
用
。非
定
期
な

雇
用
形
態
の
た
め
、一
般
公
募
に
馴

染
ま
ず
、応
募
も
ほ
と
ん
ど
な
い

た
め
、過
去
に
雇
用
し
て
い
た
者

や
、職
員
の
伝
手
を
利
用
し
雇
用

を
し
た
。選
挙
管
理
運
営
に
向
け

た
会
議
は
、月
１
回
開
催
の
選
挙

管
理
委
員
会
定
例
会
の
ほ
か
、必

要
に
応
じ
て
臨
時
に
委
員
会
開
催

を
し
、事
務
的
な
調
整
は
、職
員
と

委
員
長
に
て
協
議
調
整
を
行
い
、

進
め
た
。

問
選
挙
管
理
委
員
長
が
日
々
雇
用

職
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を

問
う

答
沖
縄
県
議
会
議
員
選
挙
の
際
、

委
員
長
が
３
か
月
間
日
々
雇
用
職

員
を
兼
ね
た
。４
月
か
ら
選
挙
終

了
ま
で
の
短
期
間
雇
用
と
い
う
条

件
か
ら
、応
募
が
な
か
っ
た
こ
と
が

理
由
。選
挙
管
理
委
員
の
兼
職
禁

止
の
中
に
一
般
職
は
含
ま
れ
ず
、一

般
職
と
特
別
職
を
兼
ね
る
こ
と
は

差
し
支
え
な
い
。

問
委
員
長
報
酬
と
日
々
雇
用
職

員
の
両
報
酬
が
支
給
さ
れ
た
か
を

伺
う

答
委
員
長
報
酬
は
月
額
報
酬
で
支

給
。日
々
雇
用
職
員
と
し
て
の
業

務
を
遂
行
し
た
日
は
、日
々
雇
用

職
員
の
日
額
報
酬
を
支
給
。
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選挙管理委員会のスムーズな運営を
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新たな子育て支援施策（出産祝い金等）を令和３年度
中の実施を目途に制度設計を進める

新生児に対する支援は

■

施
政
方
針
か
ら
子
育
て

世
代
へ
の
支
援
策
は

問
２
０
２
０
年
の
出
生
数
は

答
２
０
２
０（
令
和
２
）年
、本
町

に
お
け
る
出
生
数
は
、出
生
者
合

計
は
２
９
３
人
。

問
産
後
ケ
ア
事
業
等
新
規
事
業
は

答
産
後
ケ
ア
事
業
は
、家
族
や
家

事
、育
児
等
に
か
か
る
十
分
の
支

援
が
得
ら
れ
な
い
産
後
１
年
未
満

の
産
婦
と
そ
の
乳
児
で
、産
後
に

心
身
の
不
調
又
は
育
児
不
安
等
が

あ
る
者
な
ど
、特
に
支
援
が
必
要

と
認
め
る
者
を
対
象
と
し
、産
婦

に
対
す
る
身
体
的
ケ
ア
及
び
保
健

指
導
、栄
養
指
導
、心
理
的
ケ
ア
、

適
切
な
授
乳
が
で
き
る
た
め
の
ケ

ア
、育
児
の
手
技
に
つ
い
て
の
指
導

及
び
相
談
、生
活
に
関
す
る
相
談

支
援
等
を
行
う
。

問
高
校
生
世
代
の
医
療
費
の
負

担
軽
減
を
問
う

答
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、平
成

27
年
度
か
ら
対
象
年
齢
を
拡
充
し

中
学
校
卒
業
ま
で
通
院
・
入
院
費

の
医
療
費
助
成
。ま
た
、平
成
30
年

度
か
ら
現
物
給
付
方
式
を
導
入
し

て
い
る
。

問
給
食
費
助
成
に
つ
い
て

答
条
件
緩
和
に
よ
る
第
３
子
以
降

の
学
校
給
食
費
補
助
金
の
対
象
拡

大
や
、中
学
三
年
生
の
給
食
費
無

料
化
に
つ
い
て
は
、教
育
委
員
会
を

は
じ
め
、関
係
部
局
と
の
協
議
・
調

整
を
行
い
、継
続
し
て
実
現
可
能

な
、保
護
者
の
負
担
軽
減
策
を
検

討
し
て
い
く
。

■

防
災
と
福
祉
を
問
う

問
本
町
防
災
計
画
に
お
け
る
福
祉

と
防
災
、人
権
と
防
災
、男
女
共

同
参
画
と
防
災
の
視
点
で
の
指
標

が
示
さ
れ
て
い
る
か

答
福
祉
、人
権
及
び
男
女
共
同
参

画
と
防
災
の
視
点
で
の
指
標
は
、

「
要
配
慮
者
に
配
慮
し
た
福
祉

避
難
所
の
開
設
」「
避
難
時
の
支

援
」「
応
急
仮
設
住
宅
へ
の
優
先
入

居
」や「
避
難
所
の
運
営
に
お
け
る

環
境
へ
の
配
慮
と
し
て
、男
女
双

方
の
視
点
等
に
配
慮
し
、特
に
、女

性
専
用
の
物
干
し
場
、更
衣
室
、授

乳
室
の
設
置
や
生
理
用
品
及
び
女

性
用
下
着
の
女
性
に
よ
る
配
付
、

避
難
場
所
に
お
け
る
安
全
性
の
確

保
な
ど
、女
性
や
子
育
て
家
庭
の

ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
避
難
所
の
運

営
に
努
め
る
」な
ど
を
規
定
し
て

お
り
、そ
の
他
多
岐
に
渡
っ
て
要
配

慮
者
と
言
わ
れ
る
高
齢
者
、障
害

者
、女
性
及
び
子
ど
も
等
に
配
慮

し
た
対
応
・
対
策
等
を
規
定
し
て

い
る
。

■

コ
ロ
ナ
禍
の
失
業
者
対

策
支
援
事
業
に
つ
い
て

問
テ
レ
ワ
ー
ク
人
材
育
成
事
業
を

伺
う

答
様
々
な
制
限
の
あ
る
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は
大
変
有
効
な
失
業
対

策
で
あ
り
、就
業
者
と
し
て
も
報

酬
が
得
ら
れ
ま
す
が
、コ
ロ
ナ
終
息

後
や
、他
の
自
治
体
の
活
用
状
況

な
ど
、今
後
も
情
報
収
集
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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生活福祉資金貸付制度やフードバンク、食糧品の提供
等

社会福祉協議会が窓口となっている支援は

■

子
育
て
支
援
を
問
う

問
小
規
模
型
保
育
所
の
課
題
と

対
策
に
つ
い
て

①
保
育
所
数
を
増
や
す
以
外
の
対

策
は

答
町
単
独
予
算
で
保
育
士
確
保
緊

急
補
助
事
業
や
特
別
支
援
保
育
の

補
助
金
と
し
て
加
配
保
育
士
１
人

あ
た
り
月
額
25
万
円
、受
入
れ
児

童
１
人
あ
た
り
月
額
５
万
円
の
補

助
事
業
を
実
施
。私
立
保
育
所
の

加
配
保
育
士
の
配
置
は
令
和
元
年

度
２
名
。令
和
３
年
度
12
名
と
一

定
の
効
果
が
あ
る
。

②
待
機
児
童
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
な
い
が
自
宅
待
機
し
て
い
る
児

童
の
主
な
理
由
は

答
私
的
な
理
由
で
特
定
の
保
育
所

等
を
希
望
し
認
可
保
育
施
設
の
利

用
が
可
能
だ
が
利
用
を
し
て
い
な

い
。

③
新
規
開
所
予
定
の
小
規
模
型

保
育
所
は
定
員
ど
お
り
配
置
さ
れ

る
か

答
４
月
開
所
に
向
け
保
育
士
求
人

等
を
実
施
。定
員
数
を
受
入
れ
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問
発
達
障
が
い
児
の
学
習
支
援
に

つ
い
て

①
就
学
支
援
を
決
定
す
る
基
準

は答
年
齢
及
び
能
力
に
応
じ
発
達

や
障
害
の
特
性
を
踏
ま
え
十
分
に

教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、可
能

な
限
り
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
等

が
障
害
の
な
い
児
童
生
徒
等
と
と

も
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
配

慮
。保
護
者
や
専
門
家
の
意
見
を

聞
き
、障
害
の
状
態
、教
育
に
必
要

な
内
容
、地
域
に
お
け
る
教
育
の

体
制
整
備
の
状
況
等
を
勘
案
し
就

学
先
を
決
定
。

②
所
属
ク
ラ
ス
と
支
援
ク
ラ
ス
の

つ
な
が
り
、子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん

教
員
同
士
の
交
流
、意
思
疎
通
の

担
保
は

答
特
別
支
援
学
級
だ
け
で
は
な

く
、在
籍
す
る
子
ど
も
の
学
年
の

通
常
学
級
に
あ
る
交
流
学
級
で
の

共
同
学
習
は
、児
童
生
徒
そ
れ
ぞ

れ
の
発
達
や
障
害
の
特
性
に
応
じ

て
行
っ
て
い
る
。教
員
同
士
で
学
習

内
容
及
び
支
援
方
法
を
共
有
し

特
別
支
援
学
級
の
児
童
生
徒
が
学

習
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
を
整

え
無
理
な
く
取
り
組
め
る
よ
う
配

慮
。

■

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
窮
状
社
会

に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
厳
し
く

な
っ
た
家
庭
の
実
態
把
握
は

答
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援

事
業
で
怪
我
や
疾
病
に
よ
る
生
活

相
談
及
び
ひ
と
り
親
世
帯
に
係
る

困
窮
相
談
等
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
相
談

が
あ
る
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
の

支
援
と
福
祉
課
支
援
の
種
類
と
活

用
方
法
は

答
社
会
福
祉
協
議
会
は
生
活
福

祉
資
金
貸
付
制
度（
緊
急
小
口
資

金
及
び
総
合
支
援
資
金
貸
付
）や

フ
ー
ド
バ
ン
ク
、食
糧
品
の
提
供

等
。福
祉
課
は
生
活
困
窮
者
自
立

相
談
支
援
や
各
種
給
付
金
及
び
貸

付
制
度
等
を
案
内
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

【交流及び共同学習とは】

障害のある子供と障害のない子供
が、共に経験を深め、社会性を養い、
豊かな人間性を育むとともに、お互い
を尊重し合う大切さを学ぶ教育活動。
障害者基本法第16条においても積極
的に進めることとされている。

※小学校学習指導要領
「他の小学校や、幼稚園、認定こども園、保育所、

中学校、高等学校、特別支援学校などとの間の連
携や交流を図るとともに、障害のある幼児児童生
徒との交流及び共同学習の機会を設け，共に尊重
し合いながら協働して生活していく態度を育むよう
にすること。
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移設や新設について多くの要望を受け、運行の安全
確保や周遊時間など総合的に検討し対応

停留所をより便利なところに設置できないか

■

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ

い
て

問
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
公
共

交
通
を
伺
う

答
本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い

て
は
、生
活
に
必
要
な
移
動
手
段

の
確
保
に
よ
る「
交
通
弱
者
等
の

生
活
の
質
の
維
持
・
向
上
」を
基
本

方
針
の
一
つ
と
し
て
、運
行
を
継
続

し
て
い
る
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
状
況

（
累
計
年
度
別
）を
伺
う

答
平
成
29
年
度
の
利
用
者
実
績

は
約
１
万
２
千
８
０
０
人
、平
成

30
年
度
に
つ
い
て
は
約
１
万
４
千

人
、令
和
元
年
度
に
つ
い
て
は
約

１
万
８
千
２
０
０
人
、今
年
度
は
、

令
和
３
年
１
月
実
績
時
点
で
約

１
万
２
千
６
０
０
人
。

■

国
道
５８
号
謝
苅
入
口
バ

ス
停
に
屋
根・ベ
ン
チ
設

置
す
る
取
組
は

問
バ
ス
利
用
者
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、設
置
で
き
な
い
か
当

局
の
見
解
を
問
う

答
令
和
３
年
度
に
地
下
埋
設
物
の

調
査
を
行
い
、バ
ス
停
上
屋
が
設

置
可
能
な
環
境
で
あ
る
か
検
討
を

行
う
。

問
バ
ス
協
会
が
行
う
バ
ス
停
留
所

施
設
は
、バ
ス
利
用
促
進
等
総
合

対
策
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に

基
づ
き
補
助
金
を
活
用
し
て
の
整

備
を
問
う

答
県
内
に
お
い
て
同
補
助
は
確
認

で
き
な
い
が
、引
き
続
き
国
、バ
ス

協
会
と
連
携
し
情
報
を
共
有
し
早

急
な
上
屋
の
設
置
に
向
け
支
援
し

て
い
く
。

■

北
谷
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
に
つ
い
て

問
商
品
券
の
発
行
総
額・発
行
冊

数
を
問
う

答
商
品
券
の
発
行
総
額
は
、商
品

券
の
額
面
総
額
で
１
億
６
千
万

円
、発
行
冊
数
に
つ
い
て
は
５
０
０

円
券
10
枚
つ
づ
り
を
１
冊
と
し
た

も
の
を
３
万
２
千
冊
発
行
。

問
商
品
券
の
取
扱
い
店
舗
数
は

答
商
品
券
を
取
扱
い
た
い
と
し
て

登
録
し
た
店
舗
数
が
４
０
４
件
、

実
際
に
商
品
券
が
使
用
さ
れ

た
店
舗
数
が
３
２
６
件
。

問
販
売
率
を
伺
う

答
販
売
率
は
商
品
券
が

１
０
０
％
と
完
売
し
て
い

る
。な
お
、こ
の
商
品
券
の
販

売
分
に
は
、福
祉
課
で
実
施

し
た「
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う

券
事
業
」に
お
い
て
、販
売
で

は
な
く
無
償
で
交
換
さ
れ
た

２
千
３
４
９
冊
も
含
ま
れ
て

い
る
。

問
二
次
募
集
販
売
を
検
討

し
て
い
る
か

答
町
内
事
業
者
へ
の
経
済
的

な
支
援
策
は
、他
の
施
策
も

含
め
ま
し
て
、今
後
と
も
継
続
し

て
検
討
し
て
い
く
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

●
松
く
い
虫
の
被
害
に
つ
い
て
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議員
みやざと ひろし

　宮里 廣　宮里 廣

待ち望む！謝苅入口バス停への屋根設置

高齢者に優しいコミュニティバスの運行を

Ａ

Ｑ

詳しくは動画をCheck

ちゃたん町議会だより No.103 2021（令和3）年5月発行

Ａ

Ｑ

詳しくは動画をCheck

ちゃたん町議会だより No.103  2021（令和3）年5月発行

認可保育施設に勤務する常勤保育士１人月額５,０００円
（非常勤保育士１人月額２,０００円）の補助を行う

新たな保育士確保の対策は

■

北
玉
小
学
校
区
通
学
路

の
カ
ラ
ー
舗
装（
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
）は

問
昨
年
、学
推
協
北
玉
支
部
主
催

で「
北
玉
区
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
」

を
開
催
し
、子
ど
も
達
の
目
線
で

安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。北
玉

小
体
育
館
か
ら
白
比
川
向
け
の
道

路
幅
が
危
険
だ
と
意
見
が
あ
り
、

早
急
な
安
全
対
策
が
必
要
。グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
等
の
設
置
は

答
令
和
３
年
度
の
設
置
に
向
け
て

協
議
を
進
め
て
い
る
。

■

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て

問
学
校
敷
地
内
に
お
け
る
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
を
推
進
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、利
用
待
機
児
童

の
状
況
と
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
は

答
待
機
児
童
数
の
正
確
な
数
字
は

把
握
で
き
な
い
。保
護
者
の
ニ
ー
ズ

は
平
成
31
年
１
月
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、低
学

年
で
は
３
～
４
割
程
度
、高
学
年

で
も
２
割
程
度
の
保
護
者
が
利
用

を
希
望
す
る
と
い
う
結
果
。

問
令
和
４
年
度
運
用
開
始
を
目

指
す
浜
川
小
学
校
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は

答
令
和
元
年
度
に
基
本
設
計
業

務
、令
和
２
年
度
で
は
浜
川
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
説
明
会
及
び
住
民

説
明
会
を
行
い
、基
本
設
計
及
び

実
施
設
計
業
務
を
実
施
。

■

保
育
を
問
う

問
事
務
作
業
効
率
化
に
よ
る
保
育

の
質
的
向
上
と
、保
育
士
の
離
職

防
止
を
図
る
た
め
、町
立
保
育
所

に
保
育
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、具
体
的
な
業

務
は
。ま
た
、利
用
す
る
児
童
や

保
護
者
の
メ
リ
ッ
ト
は

答
具
体
的
に
効
率
化
で
き
る
業
務

は
、手
作
業
で
行
っ
て
い
る
業
務
で

あ
り
、登
降
園
管
理
、延
長
保
育
の

利
用
料
算
定
、保
育
計
画
・
指
導

案
の
作
成
、保
護
者
へ
の
伝
達
等
が

あ
る
。児
童
や
保
護
者
の
メ
リ
ッ
ト

は
、保
育
士
が
園
児
へ
関
わ
る
時
間

が
増
加
し
、よ
り
安
心
安
全
な
保

育
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。ま
た
、ア
プ
リ
に
よ
る
出
欠
、

遅
刻
の
連
絡
や
保
育
所
か
ら
の
通

知
、連
絡
帳
確
認
な
ど
も
可
能
。

問
小
規
模
保
育
事
業
所
を
新
た
に

３
か
所
認
可
す
る
こ
と
で
、０
歳

か
ら
２
歳
児
の
待
機
児
童
の
改
善

が
見
込
ま
れ
る
が
、３
歳
児
の
受

け
皿
の
確
保
は

答
各
保
育
施
設
の
継
続
児
童
数
・

面
積
基
準
等
を
確
認
し
な
が
ら
、

新
た
な
小
規
模
保
育
事
業
所
の
児

童
が
３
歳
以
降
、円
滑
に
転
園
で

き
る
よ
う
配
慮
す
る
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル（
学
校

運
営
協
議
会
制
度
）に
つ
い
て

●
防
災・減
災
に
つ
い
て
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議員
しんがき ちあき

 新垣　千秋 新垣　千秋

北玉小学校通学路にグリーンベルトの早急な
設置を
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詳しくは動画をCheck

ちゃたん町議会だより No.103 2021（令和3）年5月発行

Ａ

Ｑ

詳しくは動画をCheck

ちゃたん町議会だより No.103  2021（令和3）年5月発行

子ども家庭課で検討を実施。３つの課題があるため事
業立案をしていない

「新生児定額給付金」の陳情や議会決議への総
意をどのように受け止め検討したか

■

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
問

う
問
町
内
２
団
体
に
よ
る「
新
生

児
へ
の
定
額
給
付
金
」の
陳
情
を

３
千
５
６
５
人
分
の
署
名
を
添
え

町
長
に
提
出
。議
会
で
も
決
議
が

議
決
さ
れ
た
。３
千
５
６
５
人
分

の
思
い
、議
会
の
総
意
は
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
、ど
う
い
う
検
討

が
な
さ
れ
新
生
児
に
は
支
給
し
な

い
と
決
定
し
た
の
か

答
３
つ
の
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が

あ
り
定
額
給
付
金
の
立
案
を
し

て
い
な
い
。本
町
と
し
て
は
、出
産

祝
い
金
等
を
軸
に
準
備
を
進
め
、

様
々
な
状
況
を
想
定
し
な
が
ら

令
和
３
年
度
中
の
実
施
を
目
途
に

制
度
設
計
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
新
生
児
へ
の
支
援
は「
経
済
的

支
援
」よ
り
も「
安
全
に
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
つ
く

り
」が
重
要
と
の
説
明
だ
が
、経

済
的
支
援
は
必
要
な
い
か
伺
う

答
出
産
、育
児
に
お
け
る
不
安
、

精
神
的
負
担
の
要
因
で
あ
る
感
染

症
へ
感
染
す
る
こ
と
へ
の
不
安
を
、

現
金
給
付
で
は
解
決
で
き
な
い
こ

と
が
課
題
の
一
つ
。

問
本
町
が
他
市
町
村
で
や
っ
て
い

な
い
新
生
児
へ
の
子
育
て
支
援
政

策
は
あ
る
か

答
県
内
初
と
な
る
保
育
所
等
従

事
者
慰
労
金
給
付
事
業
及
び
同
保

育
所
等
従
事
者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
希
望

す
る
全
町
民
へ
接
種
す
る
未
曽
有

の
大
事
業
の
概
要
と
準
備
状
況

は
。ま
た
、町
民
や
障
が
い
者
の

相
談
体
制
の
確
保
や
情
報
周
知
等

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
置
な
ど
）の

整
備
を
問
う

答
町
内
医
療
機
関
等
と
連
携
し
、

迅
速
か
つ
的
確
に
町
民
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
実
施
で
き
る
よ
う
努
め

る
。情
報
等
の
周
知
は
、広
報
紙

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
随
時
行

う
ほ
か
、北
谷
町
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
内
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、町
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

対
応
す
る
。障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

周
知
や
予
約
受
付
に
つ
い
て
は
工

夫
や
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、福
祉

課
と
連
携
し
、効
果
的
な
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

問
透
析
患
者
や
移
動
が
困
難
な

重
度
者
等
の
接
種
は
訪
問
、巡
回

を
含
め
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か答
基
本
的
に
は
か
か
り
つ
け
医
に

よ
る
接
種
を
想
定
し
て
お
り
、接

種
が
行
え
な
い
場
合
に
は
、中
部

地
区
医
師
会
等
の
関
係
機
関
と
連

携
し
て
接
種
の
方
法
を
検
討
し
て

い
く
。
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議員
なかち やすお

 仲地　泰夫 仲地　泰夫

「新生児への定額給付金」で支援を！ 多くの住民が「新生児への定額給付金」のゆくえを見守る

Ａ

Ｑ

詳しくは動画をCheck

ちゃたん町議会だより No.103 2021（令和3）年5月発行

Ａ

Ｑ

詳しくは動画をCheck

ちゃたん町議会だより No.103  2021（令和3）年5月発行

保護者へ過度な負担がないよう書類の必要性や省略
の可否を調査し検討

認可園への入園時提出書類を簡素化できないか

■

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視

点
か
ら
見
る
教
育・平
和

は
問
慰
安
婦
・
慰
安
所
に
関
し
て
も

後
世
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
所
見
は

答
女
性
や
子
ど
も
等
の
弱
者
的

立
場
か
ら
見
た
戦
争
の
悲
惨
さ
を

学
習
し
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
平
和
事
業
の
取
組
も
必

要
。ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
の
取
組
は
不

十
分
な
点
が
多
く
、今
後
、調
査
研

究
す
る
。

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現

し
よ
う
」
に
つ
い
て
、
本
町
の
実

態
と
目
指
す
目
標
は

答
第
２
次
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
の
推
進
及
び
こ
れ
ま
で
の
施

策
の
評
価
・
見
直
し
を
行
い
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
実
施
指
針
及
び
目
標
を
注

視
し
第
３
次
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
。

問
課
長
級
以
上
の
女
性
職
員
登

用
を
伸
ば
す
取
組
は

答
新
た
に
女
性
管
理
職
２
人
の
配

置
を
予
定
。管
理
職
の
女
性
登
用

率
は
13
％
。次
世
代
の
管
理
職
候

補
を
人
材
育
成
。

■

外
国
人
も
共
に
暮
ら
し

や
す
い
社
会
に
つ
い
て

問
育
英
会
奨
学
金
事
業
で
外
国

籍
で
も
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う

改
め
ら
れ
な
い
か

答
国
、県
、近
隣
市
町
村
の
状
況
を

考
慮
し
条
件
の
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
。

問
公
立
学
校
で
日
本
語
指
導
を

受
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
実
態

と
日
本
語
指
導
員
を
さ
ら
に
増
や

す
考
え
は
な
い
か

答
全
小
中
学
校
に
設
置
の
日
本
語

指
導
教
室
で
は
、合
計
67
人
が
日

本
語
指
導
を
受
け
て
い
る
。対
象

児
童
生
徒
の
増
加
が
想
定
さ
れ
指

導
員
の
増
員
が
欠
か
せ
な
い
と
考

え
る
。

問
台
風
や
災
害
時
に
配
信
さ
れ
る

エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
つ
い
て
外
国
語

表
示
も
で
き
な
い
か

答
「
１
度
に
配
信
で
き
る
文
字
数

制
限
が
２
０
０
文
字
」及
び「
災
害

に
応
じ
た
適
正
な
外
国
語
の
配
信

が
困
難
」等
が
課
題
。

■

子
育
て
支
援
を
問
う

問
認
可
保
育
園
へ
の
補
助
金
に
消

耗
品
費
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。保

護
者
へ
の
消
耗
品
提
供
願
い
に
制

限
は
あ
る
の
か

答
通
常
保
育
で
必
要
と
す
る
消
耗

品
費
用
は
運
営
費
に
含
ま
れ
る
。

各
施
設
の
判
断
で
保
護
者
負
担
が

適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
重
要

事
項
説
明
書
に
よ
る
保
護
者
へ
の

説
明
、同
意
の
上
で
徴
収
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

問
夜
間
延
長
保
育
の
夜
１０
時
ま
で

の
利
用
状
況
、ニ
ー
ズ
及
び
計
画

は答
利
用
実
績
は
な
い
が
保
護
者
の

就
労
状
況
に
よ
り
夜
間
延
長
保
育

の
必
要
性
は
高
い
。公
募
す
る
際
、

該
当
の
認
可
保
育
所
は
夜
間
延
長

保
育
を
条
件
と
し
て
お
り
、引
き

続
き
当
保
育
園
に
よ
る
夜
間
延
長

保
育
を
継
続
す
る
計
画
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
住
民
票
交
付
手
数
料
に
つ
い
て

【目標5】ジェンダー平等を実現しよう 
ジェンダー平等を達成し、すべての
女性及び女児の能力強化を行う。 
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議員
みやざと あゆみ

　宮里　歩　宮里　歩

「SDGs」ジェンダー平等の視点を取り
入れて！（沖縄県のホームページより）

多言語対応情報発信アプリ「Safety tips」の活用を
（国土交通省　観光庁ホームページより）
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詳しくは動画をCheck
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Ａ

Ｑ

詳しくは動画をCheck

ちゃたん町議会だより No.103  2021（令和3）年5月発行

構想推進委員会を設置し、具体化に向けた議論を開
始

サンセットビューライン構想の具体化は

■

施
政
方
針
を
問
う

問
就
任
16
年
の
最
終
年
、ど
の
よ

う
な
事
業
を
行
っ
た
か
在
任
期
間

に
、ど
ん
な
事
業
を
進
め
て
行
く

の
か

答
２
０
０
５
年「
町
民
と
の
対
話
」

を
基
本
姿
勢
し
、町
民
の
御
理
解

と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、最
終
年

次
に
、約
束
の
実
現
に
向
け
、誠
心

誠
意
、町
政
運
営
に
邁
進
す
る
。子

ど
も
の
貧
困
対
策
は
、ち
ー
た
ん

塾
の
開
設
。福
祉
政
策
に
つ
い
て
、

安
ら
ぎ
の
あ
る
健
康
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
。平
和
行
政
に
つ
い
て

「
北
谷
町
民
平
和
の
日
」の
啓
発
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、津
波
避
難
ビ
ル
協
定
、基
地
内

へ
の
避
難
協
定
、防
災
拠
点
整
備

事
業
。教
育
・
文
化
の
推
進
に
つ
い

て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
含
め
た
教
育
環
境

の
整
備
。国
指
定
史
跡
伊
礼
原
遺

跡
や
町
立
博
物
館
の
整
備
を
推
進

す
る
、北
谷
城
跡
に
つ
い
て
は
保
存

整
備
。次
の
10
年
間
の
指
針
と
な
る

「
第
６
次
北
谷
町
総
合
計
画
」の

策
定
に
全
力
を
尽
し
、地
域
と
行

政
が
一
体
と
な
り
、「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」は
誰
も
が
地
域
へ
の
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、平
和
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る「
ま
ち
づ
く
り
」を
着

実
に
推
進
す
る
。

■

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

問
本
町
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
定

数
は

答
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
は
16
歳

以
上
の
町
民
で
約
２
万
３
千
４
０

０
人
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
場
所
と
町
内
医

師
と
看
護
師
の
人
数
は

答
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
場
所
は
、個

別
接
種
が
最
大
で
９
医
療
機
関
、

集
団
接
種
は
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
を

想
定
。町
内
の
医
師
及
び
看
護
師

の
人
数
は
、個
別
接
種
に
つ
い
て

は
、各
医
療
機
関
に
協
力
を
依
頼

中
、集
団
接
種
の
実
施
は
、中
部
地

区
医
師
会
を
と
お
し
て
、医
療
従

事
者
を
派
遣
。中
部
市
町
村
の
担

当
者
及
び
医
師
会
と
交
渉
を
行
っ

て
い
る
最
中
で
把
握
し
て
な
い
。

問
接
種
順
位
は
医
師・看
護
師・65

歳
以
上
・
疾
患
者
・一
般
町
民
で
予

定
人
数
は

答
接
種
の
優
先
順
位
は
、医
療
従

事
者
が
約
８
６
０
人
、65
歳
以
上

は
約
５
千
９
０
０
人
、基
礎
疾
患

は
約
１
千
８
０
０
人
、高
齢
者
施

設
等
の
従
事
者
は
約
４
３
０
人
、

一
般
の
方
は
約
１
万
４
千
３
６
０

人
を
想
定
。

　■
交
通
安
全
対
策
は

問
浜
川
小
学
校
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

の
路
面
上
に
30
を
表
示
す
る
こ
と

と
、英
語
版
の
標
識
を
立
て
ら
れ

な
い
か
伺
う

答
学
校
周
辺
に
お
け
る
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
、通
園
通
学
中
の

幼
児
及
び
児
童
・
生
徒
の
交
通
事

故
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
非
常
に

重
要
で
あ
る
。

車
道
路
面
へ
の「
30
キ
ロ
の
速
度
標

示
」、「
速
度
落
と
せ
の
標
示
」及
び

「
狭
窄
標
示
」の
設
置
し
、既
に
工

事
を
完
了
。英
語
版
の
標
示
に
つ
き

ま
し
て
は
、土
木
課
と
設
置
に
向

け
て
協
議
中
。
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延べ床面積約６，５００平方メートル。令和４年度から令
和５年度の２年間を予定

北谷中学校校舎改築事業の工事期間は

■

施
政
方
針
か
ら

問
令
和
３
年
度
の
事
業
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は

あ
る
か

答
個
々
事
業
実
施
可
否
を
判
断
し

予
算
案
を
上
程
。各
種
事
業
実
施

に
向
け
取
り
組
む
。

問
跡
地
利
用
、用
地
利
用
、改
良

事
業
に
つ
い
て
伺
う

①
第一保
育
所
跡
地
は

答
地
域
住
民
と
情
報
共
有
し
協
議

を
行
い
高
齢
者
の
地
域
密
着
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
誘
致
と
駐
車
場

整
備
を
す
す
め
る
。

②
現
北
谷
消
防
署
用
地
は

答
庁
内
で
利
用
計
画
策
定
の
意
向

聴
取
中
。

③
現
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
用
地
は

答
教
育
委
員
会
と
意
見
交
換
し
検

討
中
。

④
町
道
謝
苅
中
央
線
改
良
事
業

の
進
捗
は

答
令
和
３
年
度
も
物
件
補
償
及

び
用
地
購
入
予
定
。令
和
４
年
度

に
改
良
工
事
を
実
施
。工
事
が
完

了
し
だ
い
供
用
開
始
予
定
。

問
町
内
の
戦
跡
等
の
調
査・保
存

に
つ
い
て
詳
細
は
。平
和
ガ
イ
ド

育
成
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う

答
戦
争
の
悲
惨
さ
や
命
の
大
切
さ

を
次
代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
の

学
習
機
会
を
創
出
し
学
習
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
活
用
を
図
る
。人
材

育
成
推
進
の
た
め
北
谷
町
ピ
ー
ス

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
認
定
事
業
を
実

施
予
定
。

■

教
育
行
政
は

問
県
立
高
校
の
男
子
生
徒
が
自

殺
し
た
事
案
に
つ
い
て
教
育
委
員

会
の
見
解
は

答
生
徒
の
か
け
が
え
の
な
い
命
、取

り
戻
す
こ
と
の
で
き
な
い
命
を
指

導
者
側
の
教
師
の
言
動
に
よ
り
失

う
事
態
に
至
っ
た
こ
と
は
絶
対
に

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

問
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す

具
体
的
な
取
組
は

答
庁
内
関
係
部
署
等
に
よ
る
連
携

体
制
の
構
築
、子
ど
も
を
守
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
連
携
強
化
を
通
じ
た

早
期
発
見
・
支
援
、ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
講
座
に
よ
る
人
材
育
成

等
。

問
４
歳
児・５
歳
児
保
育
、預
か
り

保
育
の
現
状
と
課
題
を
伺
う

答
幼
稚
園
全
園
で
４
歳
児
保
育

を
実
施
。共
働
き
家
庭
等
の
保
育

ニ
ー
ズ
対
応
と
し
て
預
か
り
保
育

を
利
用
拡
充
。長
期
的
見
通
し
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
発
達
と

学
び
の
連
続
性
を
意
識
し
た
小
学

校
教
育
と
の
円
滑
な
接
続
が
図
ら

れ
て
い
る
。課
題
は
特
別
支
援
の
幼

児
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
幼
児

に
対
応
で
き
る
職
員
の
人
員
確
保

が
難
し
い
こ
と
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

ゲートキーパーとは
悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、
必要な支援につなげ、見守る人のこと。

0570-064-556
お こなおう まもろうよ   こ こ ろ

こころの
健康相談統一
ダイヤル

けん   こう   そう  だん  とう   いつ

03-3868-3811   ふぁっくす　　　 そう   だん          　　　　　  かた
   FAXで相談される方

   いっ   ぱん   てき            せい    かつ じょう            なや                                                       せい　かつ　こん  きゅう  しゃ    とう             たい                     そう　ごう　てき            でん     わ　まど    ぐち
  　一般的な生活上の悩みをはじめ、生活困窮者等に対する総合的な電話窓口です。

0120-279-338
つなぐ   さ さ えるフリーダイヤル

よりそい
ホットライン

24時間対応
じ      かん      たい      おうじ      かん      たい      おう

050-3655-0279あいぴー  でん　わ　およ              らいん                あうと　　　                                               かた

IP電話及びLINE OUTからおかけの方

いわ     て    けん      みや　ぎ　 けん          ふく    しま   けん   ない                                                      かた

岩手県・宮城県・福島県内からおかけの方 0120-279-226
フリーダイヤル          つなぐ            つつむ

     せんもんてき        たいおう えら                         がいこく　ご　ふく

ガイダンスで専門的な対応も選べます（外国語含む）

無料
むりょう

有料
ゆうりょう

無料
むりょう

有料
ゆうりょう

3月は、自殺対策強化月間です。

まもろうよこころ 検索相談窓口や自殺対策の取り組みなどの情報を掲載しているサイトです。
そう だん まど ぐち じ さつ たい さく と く じょう ほう けい さい

電話をかけた所在地の都道府県・政令指定都市が実施している「こころの健康相談電話」等の
公的な相談機関につながります。相談対応曜日・時間は都道府県によって異なります。

でん

こう てき そうだん き かん そう だん たい おう よう び じ かん と どう ふ けん こと

わ しょ ざい と どう ふ けん せいれい し てい と し じっ けん こう そうだん でん わ とうしち

まもろうよこころ  SNS 検索えすえぬ えす

SNS相談案内
えすえぬえすそうだんあんない

LINE・チャットで
相談ができます。

らいん

そうだん

電話、メール、SNSなど
様々な方法の相談窓口を
紹介しています。

でんわ えすえぬえす

さまざま

しょうかい

ほうほう そうだ ん まどぐ ち

支援情報検索サイト
し えんじょうほうけんさく

検索
    し　 えん  じょう     ほう       けん  さく

支援情報検索サイト

誰も自殺に追い込まれない社会の実現を
（厚生労働省ホームページより）
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平和ガイドの育成と戦争の悲惨さ・命の大切さの継承を望む
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平和ガイドに限定せずニーズに合わせながら多様な
形態をもって人材育成を推進

戦争に関する情報の扱いと平和ガイド育成等の
対応は

■

施
政
方
針
を
問
う

問
４
月
28
日
以
降
誕
生
し
た
新

生
児
へ
の
10
万
円
特
別
定
額
給
付

金
に
つ
い
て
所
見
は

答
出
産
、育
児
に
お
け
る
不
安
や

感
染
す
る
事
へ
の
不
安
を
現
金
給

付
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
。集
団

的
特
性
を
鑑
み
た
場
合
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
的
な

影
響
が
よ
り
厳
し
い
ひ
と
り
親
世

帯
や
高
校
生
世
代
と
は
異
な
る
こ

と
。感
染
症
の
終
息
が
計
れ
な
い

な
か
給
付
対
象
者
を
令
和
２
年
４

月
28
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日

に
限
定
す
る
事
は
公
平
性
が
た
も

た
れ
な
い
。以
上
３
つ
の
課
題
を
ク

リ
ア
で
き
な
い
た
め
事
業
立
案
で

き
な
か
っ
た
。感
染
症
に
対
し
安

全
で
安
心
で
き
る
環
境
で
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
図
り

様
々
な
取
り
組
み
も
実
施
す
る
。

問
「
世
界
水
準
の
都
市
型
オ
ー

シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト・リ
ゾ
ー
ト
地
」

の
世
界
水
準
と
は
何
か
。ニ
ー
ズ

の
確
認
や
観
光
客
動
態
等
の
情
報

入
手
が
分
析
に
は
必
要
だ
が
所
見

を
伺
う

答
世
界
水
準
の
捉
え
方
は
観
光
地

開
発
の
方
針
等
に
よ
り
多
様
に
あ

り
一
般
に「
世
界
か
ら
評
価
さ
れ
、

認
知
さ
れ
、選
ば
れ
る
こ
と
」と
認

識
。各
種
観
光
デ
ー
タ
の
分
析
に

基
づ
く
質
化
向
上
に
取
り
組
み
、

サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン
構
想
に

掲
げ
る
事
業
を
は
じ
め
第
一
次
北

谷
町
観
光
振
興
計
画
の
施
策
を
推

進
す
る
。

問
競
技
施
設
と
具
体
的
な
活
用

方
法
は

答
北
谷
公
園
内
の
陸
上
競
技
場
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、庭
球
場
、野
球

場
等
あ
り
、中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の

キ
ャ
ン
プ
や
各
種
団
体
の
行
事
、大

会
、練
習
、遠
足
、運
動
会
等
に
活

用
。

■

選
挙
に
つ
い
て

問
法
改
正
で
町
村
議
会
議
員
選

挙
の
候
補
者
ポ
ス
タ
ー
作

成
や
選
挙
運
動
用
自
動

車
に
か
か
る
経
費
を
公
費

負
担
が
可
能
と
な
っ
た
。

そ
の
内
容
と
本
町
で
適
用

さ
れ
な
い
理
由
は

答
令
和
２
年
12
月
12
日

以
降
に
告
示
さ
れ
る
選
挙

か
ら
選
挙
運
動
自
動
車
、

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
、選
挙

運
動
用
ポ
ス
タ
ー
が
条

例
に
よ
る
公
営
の
対
象
と

な
っ
た
。適
用
す
る
方
向

で
協
議
し
て
い
た
が
告
示

か
ら
選
挙
期
日
ま
で
の
間

に
煩
雑
な
事
務
及
び
確
認

作
業
等
が
候
補
者
の
人
数

分
生
じ
る
た
め
選
挙
運
営

と
並
行
は
困
難
。

問
選
挙
に
お
い
て
職
員
等
の
勤
務

実
態
と
選
挙
管
理
委
員
長
辞
職

の
経
緯
と
今
後
の
対
応
は

答
前
選
挙
管
理
委
員
長
の
辞
任
願

及
び
退
職
願
の
理
由
は
一
身
上
の

都
合
。国
民
審
査
の
開
票
は
独
自

作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
し

て
い
た
が
従
来
シ
ス
テ
ム
で
は
対

応
で
き
な
い
た
め
今
後
は
全
国
自

治
体
で
事
例
が
あ
る
読
取
集
計
機

を
導
入
予
定
。

（職員）
出勤日数
時間外勤務及び休日勤務
（会計年度任用職員）延べ
出勤日数
時間外勤務及び休日勤務
（日々雇用職員）延べ
出勤日数
時間外勤務及び休日勤務

4月

4月

4月

5月

5月

5月

6月

6月

6月

21日
50.5H

37日
62H

24日
84H

17日
133H

36日
186.25H

57日
208H

20日
44.5H

41日
89.5H

29日
162H
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町内競技施設の活用を強く求める

選挙期間の職員の勤務状況
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「新型コロナウイルス感染症対策」が重要な課題と認
識している

町長就任１６年最終年次。町政の舵取りは

■

施
政
方
針
を
問
う

問
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧（
施
設
技
術

部
地
区
内
の
倉
庫
地
区
の一部
等
）

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
進
捗
状
況

及
び
特
に
地
権
者
と
の
調
整
は

答
当
該
地
区
の
代
表
者
で
構
成
さ

れ
た「
北
谷
城
及
び
白
比
川
倉
庫

地
区
地
権
者
会
」と
検
討
。土
地

利
用
意
向
確
認
の
た
め
地
権
者
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て「
自
己

利
用
」「
賃
貸
」「
売
却
」が
約
２
割
、

「
わ
か
ら
な
い
」が
約
３
割
、同
意

向
に
沿
う
こ
と
が
可
能
な
宅
地
開

発
手
法
の
区
画
整
理
事
業
を
検

討
。返
還
を
目
前
に「
個
別
相
談

会
」で
は
、「
自
己
利
用
」が
約
２
割
、

「
賃
貸
」「
売
却
」が
約
８
割
。進
出

意
向
を
示
し
た
企
業
と
地
権
者
意

向
が
合
致
す
る
跡
地
利
用
も
検
討

す
る
。北
側
平
坦
地
の
地
権
者
の

み
で
構
成
さ
れ
た「
白
比
川
平
坦

地
区
委
員
会
」が
発
足
。同
年
10

月
、令
和
３
年
１
月
ま
で
に
、当
該

地
区
の
開
発
検
討
に
関
す
る
経
線

や
企
業
が
進
出
す
る
こ
と
を
視
野

に
い
れ
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
会
を
行
う
。ま
た
、３
月
上

旬
に
は
企
業
と
地
権
者
代
表
者
の

両
者
が
開
発
の
方
向
性
確
認
の
た

め
参
集
し
、お
互
い
の
意
向
を
確

認
。現
段
階
で
は
、両
者
の
思
惑
や

開
発
条
件
が
合
致
、良
好
な
関
係
・

信
頼
を
も
っ
て
開
発
が
進
め
る
と

期
待
。引
続
き
同
委
員
会
、企
業
と

意
見
交
換
を
重
ね
、当
地
区
全
体

の
不
利
益
が
で
な
い
よ
う
適
切
な

跡
地
利
用
の
推
進
を
図
る
。

問
町
立
博
物
館
の
整
備
は
、民
間

活
力
導
入
の
検
討
、今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
問
う

答
町
立
博
物
館
整
備
事
業
は
、

「
北
谷
町
の
歴
史
・
文
化
・
自
然

を
未
来
に
つ
な
ぎ
、北
谷
・
文
化
発

信
拠
点
」を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

国
指
定
史
跡
で
あ
る
伊
礼
原
遺
跡

と
連
携
し
た
施
設
整
備
を
行
う
、

今
年
度
よ
り
設
計
の
見
直
し
、良

い
施
設
整
備
し
て
、あ
ら
ゆ
る
事

業
手
法
の
検
討
も
必
要
と
内
閣
府

支
援
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て

い
る
。ま
た
、民
間
事
業
者
の
ノ
ウ

ハ
ウ
・
ア
イ
デ
ィ
ア
等
の
活
用
に
よ

る
、集
客
力
・
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
向

上
を
目
的
と
す
る
民
間
活
力
の
導

入
を
検
討
し
た
。現
在
、伊
礼
原

遺
跡
と
博
物
館
を
一
体
的
に
管
理

に
向
け
、効
率
的
な
運
用
を
目
的

と
す
る
、指
定
管
理
者
制
度
の
活

用
、伊
礼
原
遺
跡
の
来
訪
者
と
、博

物
館
の
来
館
者
向
け
の
便
益
施
設

と
し
て
、館
内
へ
の
飲
食
店
等
の
検

討
。今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、令

和
３
年
度
内
に
建
築
、外
構
、展
示

の
設
計
を
完
了
す
る
予
定
、令
和

４
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
、令

和
５
年
度
末
の
供
用
開
始
を
目
指

す
。
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ちゃたん町

り
よ
だ
会
議

103
No.

新
年
度
の
議
会
だ
よ
り
に
寄
稿

出
来
た
こ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。先

だ
っ
て
議
会
傍
聴
の
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
、熱
心
に
討
議
さ
れ
て

い
る
現
状
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
で
大

変
厳
し
い
状
況
下
で
の
議
会
活
動

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。議
会
だ
よ
り

は
私
達
町
民
が
議
会
と
町
政
の
活

動
状
況
を
知
る
の
に
大
事
な
情
報

源
で
す
。そ
の
編
集
に
関
わ
っ
て
い

る
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

紙
面
に
つ
い
て
も
近
年
分
か
り
や

す
い
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、議
案
の
議
決
や
可
否

の
理
由
も
知
る
事
が
で
き
、開
か
れ

た
議
会
と
感
じ
ら
れ
関
心
が
高
ま

り
ま
し
た
。そ
し
て
、私
か
ら
の
議

会
へ
の
お
願
い
と
し
て
は
、町
の
経

済
を
支
え
て
い
る
観
光
関
連
産
業

に
つ
い
て
、も
う
少
し
議
員
の
皆
様

に
も
目
を
向
け
て
頂
き
た
い
と
共

に
支
援
も
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　国
か
ら
の
給
付
金
の
７
億
円
の

用
途
と
残
高
等
も
伺
い
た
い
で
す
。

　ま
た
、地
域
活
性
化
の
施
策
と

し
て
、ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
財
源

涵
養
で
町
の
発
展
に
つ
な
げ
て
頂

き
た
い
で
す
。

さ
ら
に
、博
物
館
建
設
は
子
ど

も
達
の
未
来
に
希
望
を
も
た
ら
す

本
当
に
素
晴
ら
し
い
構
想
で
す
。伊

礼
原
遺
跡
は
６
８
０
０
年
前
の
縄

文
時
代
の
人
類
が
北
谷
町
で
生
活

を
営
ん
で
き
た
こ
と
が
証
明
さ
れ

た
貴
重
な
遺
跡
で
あ
り
、大
切
な

教
育
文
化
の
資
料
と
考
え
ら
れ
ま

す
。歴
史
文
化
を
大
切
に
し
、誇
り

が
持
て
る
よ
う
な
教
育
環
境
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
で
町
の
発
展
が

あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

観
光
客
の
皆
様
に
は
、訪
れ
て

良
い
、ま
た
訪
れ
た
い
、そ
し
て
住

み
た
い
と
感
じ
て
貰
え
る
よ
う
な

街
を
形
成
で
き
る
よ
う
地
域
全
体

で
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

  

編
集
後
記

か
ん
よ
う

初
夏
の
候

　

三
月
定
例
議
会
も「
修
正
動
議
」を
２
度

可
決
し
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

梅
雨
入
り
し
、蒸
し
暑
く
、う
っ
と
う
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
が
配
布
す
る
こ
ろ
、本
格
的

に
夏
の
厳
し
さ
が
始
ま
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
が
知
り
た
い
こ
と
、生
活
に

関
わ
る
こ
と
等
、議
会
で
の
動
き
を
お
伝
え

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。年
４
回
発
行
さ

れ
る
議
会
だ
よ
り
を
、町
民
の
皆
様
一
年
間

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
時
代
で
は
あ
り
ま
す

が
、乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※

千
載
一
隅（
せ
ん
ざ
い
い
ち
ぐ
う
）

滅
多
に
訪
れ
そ
う
も
な
い
良
い
機
会
。二

度
と
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
ほ
ど
恵
ま
れ
た

状
態
。千
年
に
一
度
偶
然
訪
れ
る
く
ら
い
の

機
会
と
い
う
意
味
。

※

誠
心
誠
意（
せ
い
し
ん
せ
い
い
）

う
そ
い
つ
わ
り
な
く
、真
心
を
も
っ
て
事
に

当
た
る
こ
と
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員

　又吉
朋
和

四
字
熟
語
を
一
言

観
光
の
活
性
化
と

　
　
　福祉
の
充
実
を

一般社団法人 北谷町観光協会

会長 屋比久 里美

北谷町議会事務局☎（098）936-3382 FAX（098）936-9712

〈
発
　
　
　
行
〉北
谷
町
議
会

〈
発
行
責
任
者
〉北
谷
町
議
会
議
長
  亀
谷
長
久

〈
編
　
　
　
集
〉議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〈
印
　
　
　
刷
〉（
有
）ア
イ
ド
マ
印
刷

こ
の
冊
子
は
、12700部

印
刷
し
、1部

当
た
り
の

経
費
は
約
88円

で
す
。

〒
904-0192　

沖
縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
字
桑
江
226番

地
TEL（

098）936-3382　
FAX（

098）936-9712
HPア

ド
レ
ス：http://w

w
w
.chatan.jp/chogikai/

ご意見・ご感想、又はお問い合わせ

読者からの声

環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
ク

を
使
用
し
て
い
ま
す
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